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フォトジャーナリスト。1954年岐阜県出身。スペイン、ラテンアメリカを中心に市井の人々を撮り続けている。共著に『コロンブスの夢』
『居場所をなくした子どもたち』など。文・写真＝篠田 有史

11月1日・2日　死者の日
14

帰ってきた霊と
過ごす一夜メキシコ

MEXICO

　
「
死
」は
、大
抵
の
人
に
と
っ
て
、恐
れ
、

忌
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
メ

キ
シ
コ
で
は
と
ら
え
方
が
ち
ょ
っ
と
違

う
。
国
内
各
地
で
、
死
の
象
徴
で
あ
る

ガ
イ
コ
ツ
を
見
掛
け
る
の
だ
。
だ
が
そ

れ
は
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
も
の
で
は

な
い
。
陽
気
で
親
し
み
の
あ
る
ガ
イ
コ

ツ
と
い
っ
た
趣
だ
。

　

そ
ん
な
ガ
イ
コ
ツ
が
メ
キ
シ
コ
中
に

溢
れ
る
日
が
あ
る
。そ
れ
が
、11
月
１
日
、

２
日
の
「
死
者
の
日
」。
一
般
的
に
、
１

日
に
は
死
ん
だ
子
ど
も
の
霊
が
、
２
日

に
は
大
人
の
霊
が
あ
の
世
か
ら
戻
っ
て

く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
霊
を
迎
え
る

た
め
に
、
各
家
庭
や
公
共
の
施
設
で
は

花
や
果
物
な
ど
で
飾
ら
れ
た
「
オ
フ
レ

ン
ダ
」
と
呼
ば
れ
る
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、

お
菓
子
屋
の
店
先
に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

や
砂
糖
で
作
っ
た
ド
ク
ロ
が
並
ぶ
。

　
「
死
者
の
日
」
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
持

ち
込
ん
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
と
先
住
民
の

信
仰
が
混
ざ
っ
て
生
ま
れ
た
メ
キ
シ
コ

特
有
の
も
の
だ
が
、
中
央
部
・
パ
ツ
ク

ア
ロ
湖
に
浮
か
ぶ
ハ
ニ
ツ
ィ
オ
島
に
は

先
住
民
の
習
慣
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
１
日
の
夜
、
オ
フ
レ
ン
ダ
を

墓
場
ま
で
持
ち
込
み
、
女
性
と
子
ど
も

た
ち
が
、
戻
っ
て
く
る
霊
と
一
夜
を
過

ご
す
。
毛
布
に
く
る
ま
り
、
寒
さ
に
耐

え
な
が
ら
、
彼
女
た
ち
は
亡
く
な
っ
た

愛
し
い
死
者
と
ど
ん
な
こ
と
を
語
り
合

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

し せい
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ココロとココロ 
～届け 私たちの思い～

干ばつが続くナミブ砂漠
（ナミビア）。アフリカなど
貧しい国ほど気候変動の
影響を受けやすい
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＊JICAボランティアからの最新報告は、
ホームページ（http://jocv.main.jp/aichi/）を参照。

聞こ えてきた 地球の悲鳴
　「去年の冬は例年にない豪雪だった」「夏の高温でコメの
生育に被害が出ている」「熱中症患者が増えている」「これ
まで経験したことのない局地的な集中豪雨に見舞われた」
　みんな感じているはず。ここ数年の間に日本で起きている
こうした気象変化が、気候変動によるものかもしれないと―。
　「温暖化には疑う余地がない」。気候変動に関する政府
間パネル（ＩＰＣＣ）がそう断定したのは２００７年。しかも、温
暖化を招いているのは私たち人間でもある。人々に豊かさを
もたらした社会・経済の発展によって温室効果ガスの排出
量が増加し、皮肉にもそれが私たちに深刻な被害を及ぼそう
としているのだ。
　このまま温暖化が進むと地球はどうなってしまうのだろう
か。干ばつや洪水、熱波、雪崩、台風などが多発するほか、

砂漠化や海面上昇、氷河の後退なども急速に進行すること
が予測されている。また、気候が亜熱帯に近づくことにより、
マラリアやデング熱、黄熱病、コレラといった感染症が増加。
同時に感染症の媒介となる蚊の繁殖地域が広がり、さらな
る悪循環の引き金にもなるという。
　温暖化による被害は日本以上に、社会基盤が脆弱で資
金や技術の乏しい開発途上国で顕著に現れている。しかし
そうした実態は、これまで日本人の言葉で日本人に向けて語
られることは決して多くなかった。
　いま聞こえてきた地球の悲鳴―。
　開発途上国で現地の生活に溶け込み、そこに暮らす人々
とともに活動するＪＩＣＡボランティアから、彼らだからこそ知り
得るその貴重な証言が届けられた。

JICAボランティアからの報告

その
2

長期化する乾期
ケニアでは、まとまった雨が降らない日が続いている。通
常なら雨期の5月も、昨年はわずか1度の雨。雨期と乾期
の境が分かりづらく、水不足も深刻化しているそう。

新向井秀廣（青少年活動）
2008年9月27日／10月11日着

その
3

干ばつと洪水が頻発
ザンビアでは今年、例年にない渇水に見舞われている。一方で、
世界三大瀑布ビクトリアフォールズに注ぐザンベジ川では、水位
が過去40年間で最大に。洪水が発生している川もあるという。

首都ルサカ派遣隊員
2008年10月21日／09年1月31日／5月11日着

雪が減り暖冬に
冬の寒さが厳しいモンゴルでは、この時期の雪が春の訪れと
ともに溶け出し、家畜のえさとなる緑豊かな夏の草原を生む。
にもかかわらず、このところ暖冬が続き、降雪量が減っている
という。

高橋梓（PCインストラクター）／水澤秀幸（養護）
2009年5月17日／8月7日着

海岸線の
侵食リスクが高まる
年中常夏のモルディブでは、海岸線の後退が進ん
でいるという。温暖化との関係は不明だが、今後、
温暖化により海面が上昇すれば、海岸線の侵食が
さらに進行することが懸念されている。

藤田理生（小学校教諭）
2009年7月11日着

実のなる時期が変化
マレーシアのサバ州では、
植物の開花やフルーツの
結実の時期がずれてきて
いる。毎年人々の目を楽し
ませてきた世界最大のラン
「ジャイアント・オーキッド」
も、今年は花を咲かせる気
配がないという。

新崎聖（環境教育）
2009年5月12日着

その
5

その
4

その
1

編集協力：青年海外協力隊愛知県ＯＢ会
協力：国際環境 NGO「FoE Japan」

ケニア

ザンビア

マレーシア

モルディブ

モンゴル

特集　気候変動対策

私たちは
地球でしか生きられない
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気
候
変
動
に
関
す
る
最
新
の
科
学
的
知
見

を
提
供
す
る
政
府
間
機
構
「
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
、

世
界
中
の
４
０
０
０
人
近
く
に
上
る
専
門
家

の
協
力
を
得
て
２
０
０
７
年
に
発
表
し
た
第

４
次
評
価
報
告
書
。
気
候
の
変
化
と
そ
の
影

響
に
関
す
る
観
測
結
果
を
ま
と
め
、「
も
は

や
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
、
地
球
温
暖
化
の

事
実
を
断
定
し
た
。

　

気
温
や
海
面
水
位
の
上
昇
、
氷
河
の
融
解

な
ど
、
温
暖
化
・
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
地

球
環
境
の
急
激
な
変
化
が
進
み
、
海
面
上
昇

に
伴
う
低
地
・
海
岸
地
域
の
水
没
、
干
ば
つ
・

集
中
豪
雨
・
洪
水
な
ど
の
異
常
気
象
・
自
然

災
害
の
増
加
、
食
料
・
水
問
題
の
深
刻
化
な

ど
が
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

報
告
書
は
温
暖
化
の
原
因
に
つ
い
て
「
人

人
為
活
動
に
よ
る

急
速
な
地
球
温
暖
化

京
都
議
定
書
以
後
の

排
出
削
減
の
枠
組
み
を
議
論

為
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が
原

因
で
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
非
常
に
高

い
」
と
し
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
石

油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
の
燃
焼
や
、
工

業
、
農
業
、
輸
送
な
ど
、
人
間
の
生
産
・
生

活
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
18
世
紀

後
半
の
産
業
革
命
以
降
、排
出
量
が
急
増
し
、

温
暖
化
の
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

排
出
量
の
大
半
は
、
こ
れ
ま
で
欧
米
な
ど

先
進
国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
近
年
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国

や
、
発
展
へ
の
歩
み
を
始
め
た
開
発
途
上
国

に
よ
る
排
出
量
が
増
加
。
近
い
将
来
、
先
進

国
全
体
の
排
出
量
を
上
回
る
の
は
確
実
だ
。

そ
の
た
め
、
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
被
害
を

最
小
限
に
す
る
に
は
、
途
上
国
も
含
め
、
国

際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
排
出
量
の
効
果
的

な
抑
制
・
削
減
に
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、〝
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
や
環
境
負
荷
が
伴
う
経
済
発

展
〞
と
い
う
従
来
の
「
開
発
」
か
ら
、〝
開

発
を
進
め
な
が
ら
も
排
出
を
抑
制
し
、
自
然

環
境
保
全
や
資
源
の
有
効
利
用
な
ど
に
も
配

慮
し
て
い
く
〞
と
い
う
新
た
な
「
開
発
」
へ

の
転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る

「
低
炭
素
社
会
」
や
、
資
源
の
再
利
用
な
ど

に
努
め
る
「
循
環
型
社
会
」、
人
々
の
暮
ら

し
が
自
然
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
管
理

し
、
生
態
系
を
守
る
「
自
然
共
生
型
社
会
」

の
実
現
に
よ
っ
て
、
新
た
な
「
開
発
」
に
基

づ
く
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
は
ず
だ
。

　

国
際
社
会
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策
の
協

議
の
場
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
、
１
９
９
５
年
に
始
ま
っ
た
「
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
」（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）だ
。

97
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
気
候
変
動
の
影
響
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
し
、

さ
ら
な
る
被
害
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
で
国
際
社
会
に
求
め
ら
れ
る
視
点
、
議
論
の
動
向
、

気
候
変
動
に
脆
弱
な
開
発
途
上
国
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
と
は
。

ぜ
い
じ
ゃ
く

成
長
と
気
候
変
動
対
策
の

両
立
を

（上）07年にハイチで発生したハリケーンで、国連平和維持活動（PKO）ハイチ安定化ミッションの部
隊に救助される子どもたち　○ｃ UN Photo／Marco Dormino
（下）融解が進む南極の氷河　○ｃ UN Photo／Eskinder Debebe

42万年前から今後100年のCO2濃度と気温の傾向

予測（2100）
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予測（2100）
（2005）
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私たちは
地球でしか生きられない

（上）中国・山東省でセメント工場から排出される大量の排気ガス　○ｃ Imaginechina/PANA
（下）殺虫剤処理された蚊帳の下で眠る子どもたち（ナイジェリア）。気温や降雨量の変化に伴う媒介蚊
の増加により、マラリアの拡大が懸念されている　○ｃ Alamy/PPS通信社



は
、
温
暖
化
へ
の
初
の
国
際
的
取
り
組
み
と

し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
主
要
排
出
国
に
対

し
て
２
０
１
２
年
ま
で
の
排
出
削
減
目
標
を

定
め
た
「
京
都
議
定
書
」
を
採
択
。
削
減
義

務
が
生
じ
る
約
束
期
間
が
08
年
よ
り
始
ま
っ

て
い
る
。

　

08
年
7
月
に
北
海
道
・
洞
爺
湖
で
開
催
さ

れ
た
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）

で
は
、「
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
半

減
さ
せ
る
」と
の
長
期
目
標
の
合
意
に
至
り
、

具
体
化
に
向
け
た
協
議
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
、
京
都
議

定
書
に
続
く
２
０
１
３
年
以
降
の
新
た
な
枠

組
み
づ
く
り
へ
の
議
論
が
大
詰
め
を
迎
え
て

お
り
、
09
年
12
月
７
〜
18
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15

で
の
最
終
合
意
を
目
指
し
て
い
る
。

　

日
本
は
08
年
、「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
推
進
構

想
」
を
提
唱
。
排
出
削
減
と
経
済
成
長
の

両
立
に
関
す
る
政
策
協
議
を
経
た
途
上
国

に
対
し
、
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む
た

め
の
資
金
供
与
や
技
術
移
転
の
資
金
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
、
５
年
間
で
約
１
０
０
億

ド
ル
に
上
る
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
８

月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
首
脳
会

合
で
は
、
鳩
山
由
紀
夫
首
相
が
、
よ
り
積

極
的
な
各
国
の
削
減
努
力
を
促
す
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
主
要
排
出
国
に
よ
る
意
欲

的
な
目
標
の
合
意
を
前
提
に
、
日
本
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
中
期
目
標
と
し
て
「
２

０
２
０
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
比
25
％
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
指
す
」
と
の
国

際
公
約
を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
、
途
上
国
の

気
候
変
動
対
策
に
対
し
、「
こ
れ
ま
で
と
同

等
以
上
の
資
金
的
、
技
術
的
な
支
援
を
行

う
用
意
が
あ
る
」、「
公
的
資
金
に
よ
る
途

上
国
へ
の
資
金
や
技
術
の
移
転
は
重
要
不

可
欠
」
と
い
っ
た
、
日
本
政
府
と
し
て
の

途
上
国
支
援
へ
の
考
え
を
表
明
し
た
「
鳩

山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
提
唱
す
る
な
ど
、

気
候
変
動
対
策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

姿
勢
を
示
し
た
。

　

気
候
変
動
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
運
輸
・

交
通
、
水
資
源
、
防
災
、
農
業
、
保
健
・

衛
生
な
ど
、
途
上
国
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
関
係
し
、
途
上
国
に
と
っ
て
気
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気
候
変
動
の
脅
威
に
対
す
る

適
応
策
支
援

コ
ベ
ネ
フ
ィッ
ト
型
の

緩
和
策
を
推
進

候
変
動
の
問
題
は
、
ま
さ
に
開
発
の
問
題

そ
の
も
の
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
協
力

と
も
密
接
に
関
連
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
や
都
市
交
通
整
備
、
安
全
な
水

の
供
給
、
治
水
、
防
災
計
画
の
作
成
、
灌

漑
施
設
の
整
備
、
保
健
・
衛
生
シ
ス
テ
ム

の
整
備
な
ど
、
そ
の
多
く
が
、
気
候
変
動

へ
の
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
技
術
協

力
、
有
償
資
金
協
力
、
無
償
資
金
協
力
の

３
ス
キ
ー
ム
を
効
果
的
に
活
用
し
、
よ
り

包
括
的
な
気
候
変
動
対
策
支
援
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
協
力
が
、
途
上
国

の
低
炭
素
開
発
へ
と
結
び
つ
く
。

　

温
暖
化
対
策
の
一
つ
、「
緩
和
策
」
は
、
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
の
排
出
量
を
抑

制
し
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度

を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
も
の
。
例
え
ば
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る
植
林
、
都
市
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
化
石
燃
料
に
代
わ

る
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
廃
棄
物
管

理
の
促
進
な
ど
は
緩
和
策
と
し
て
効
果
が

高
い
。
ま
た
、
貧
困
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
確
保
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
途
上
国

が
抱
え
る
開
発
課
題
に
対
す
る
支
援
に
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保
全
な
ど
の
持
続

可
能
な
開
発
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
成
長

と
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
の
両
立
を
目
指
す

「
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
型
」
の
視
点
を
重
視
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
緩
和
策
の
一
環
と
し
て
、
先

進
国
と
途
上
国
が
協
力
し
て
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

先
進
国
の
削
減
目
標
の
達
成
と
と
も
に
、

途
上
国
の
持
続
可
能
な
開
発
に
も
貢
献
す

る
「
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
」（
Ｃ
Ｄ

Ｍ
）
も
促
進
し
て
い
る
【
14
ペ
ー
ジ
に
エ

ジ
プ
ト
の
事
例
】。Ｃ
Ｄ
Ｍ
を
通
じ
て
得
ら

れ
る
排
出
削
減
量
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
に
よ

る
追
加
的
収
入
が
途
上
国
の
地
域
開
発
や

貧
困
削
減
な
ど
の
支
援
に
充
て
ら
れ
れ
ば
、

開
発
効
果
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
う
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、
途
上
国

の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
関
係
機
関
の
能
力
開
発
や
制
度

の
整
備
に
も
協
力
す
る
な
ど
、
気
候
の
安

定
化
に
貢
献
し
よ
う
と
努
力
す
る
途
上
国

に
対
し
て
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
途
上
国
の
社
会
全
体
が
自
ら
排

出
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、

公
的
機
関
だ
け
で
な
く
、
現
地
企
業
な
ど

民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
活
動
が
欠
か
せ
な

い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
化
の
促
進
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
・
知
識
の
移
転
、「
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ

ロ
ー
ン
」※
に
よ
る
資
金
協
力
な
ど
を
通
じ
、

途
上
国
の
排
出
抑
制
努
力
を
後
押
し
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
い
か
に
早
急
に
緩
和
策
を
推

進
し
て
も
、
も
は
や
あ
る
程
度
の
気
候
変

動
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
を

少
し
で
も
軽
減
し
よ
う
と
、
社
会
全
体
を

見
直
し
、
気
候
変
動
の
影
響
に
対
処
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
く
の
が「
適
応
策
」だ
。

代
表
的
な
も
の
に
、
護
岸
や
堤
防
整
備
、

サ
イ
ク
ロ
ン
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
、
安
全

な
水
供
給
施
設
の
整
備
、
水
資
源
の
適
正

管
理
、
貴
重
な
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め

の
国
立
公
園
の
管
理
、
海
岸
保
全
・
洪
水

対
策
に
有
効
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
保
全
、

乾
燥
や
病
害
虫
へ
の
耐
性
に
優
れ
た
農
作

物
の
品
種
開
発
、
感
染
症
対
策
や
保
健
・

衛
生
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
能
力
向
上
支

援
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
各
分
野
で
の
こ

れ
ま
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
が
、
気
候
変

動
に
脆
弱
な
地
域
や
人
々
を
守
る
た
め
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
適
応
策
を
推
進
す
る
上
で
は
、

気
温
や
降
水
量
が
ど
う
変
化
し
、
生
態
系

や
農
業
、
沿
岸
地
域
が
ど
ん
な
影
響
を
受

け
る
の
か
と
い
っ
た
、
予
測
が
難
し
い
不

確
定
要
素
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、

気
象
観
測
や
気
候
変
動
予
測
、
影
響
評
価

な
ど
に
基
づ
い
た
、
地
域
ご
と
に
異
な
る

適
応
策
の
立
案
・
実
施
へ
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
国
を
挙
げ
て
気
候
変
動
対
策
に

取
り
組
む
途
上
国
を
包
括
的
に
支
援
し
よ

う
と
、
政
策
支
援
型
の
協
力
も
強
化
。
両

政
府
間
で
設
置
し
た
気
候
変
動
に
か
か
る

各
政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
の
着
実
な
実
施
を
促

進
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
た
助
言
と
と

も
に
、
途
上
国
政
府
の
一
般
財
政
へ
の
資

金
支
援
や
、
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
資

金
面
・
技
術
面
で
の
支
援
を
組
み
合
わ
せ

た
協
力
を
展
開
し
て
い
る
【
10
ペ
ー
ジ
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
】。
さ
ら
に
、
日
本

の
優
れ
た
科
学
技
術
の
知
見
を
生
か
し
、

国
内
の
大
学
や
研
究
機
関
と
と
も
に
途
上

国
側
の
気
候
変
動
対
策
に
か
か
る
研
究
を

支
援
す
る
、
新
た
な
試
み
も
始
め
て
い
る

【
16
ペ
ー
ジ
に
ブ
ー
タ
ン
、
ツ
バ
ル
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
事
例
】。
そ
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所

で
は
、
世
界
銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と

の
共
同
で
、
気
候
変
動
が
ア
ジ
ア
の
大
都

市
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
お
り
、
今
後
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
具
体

的
な
適
応
策
を
提
言
と
し
て
ま
と
め
て
い

く
。

　
「
共
通
だ
が
差
異
の
あ
る
責
任
」
の
原
則

の
も
と
、
国
際
社
会
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
候
変
動
問

題
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
持
続
可
能
な
開
発
の
経
験
を
土
台
に
、

政
策
レ
ベ
ル
か
ら
具
体
的
な
事
業
実
施
へ

の
支
援
、
研
究
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り

口
か
ら
、
国
際
社
会
に
お
け
る
気
候
変
動

対
策
に
貢
献
し
て
い
く
。

世界のCO2排出量（2005年）

（参考）環境省資料　※COP3開催時点での加盟国数
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二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出

量
が
少
な
く
、
人
に
も
地
球
に
も
や

さ
し
い
低
炭
素
社
会
―
。
そ
の
実
現

に
向
け
、
今
、
日
本
が
、
世
界
が
動

き
出
し
て
い
る
。

　

開
発
途
上
国
の
中
で
は
、
と
り
わ

け
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
積
極
的
だ
。
２

０
０
７
年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
第
13
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

13
）
で
は
、
議
長
国
と
し
て
議
論
を

リ
ー
ド
。
ま
た
国
内
対
策
と
し
て
、

2
0
5
0
年
ま
で
の
分
野
ご
と
の
具

体
的
な
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
「
気
候

変
動
対
策
国
家
行
動
計
画
」
を
推
進

し
て
い
る
ほ
か
、
現
在
策
定
作
業
中

の
次
期
「
国
家
中
期
開
発
計
画

（
2
0
1
0
〜
2
0
1
4
年
）」
に
も

「
気
候
変
動
対
策
の
主
流
化
」
の
視

点
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
約
５
％
の
経
済
成
長
を

続
け
な
が
ら
こ
う
し
た
気
候
変
動
対

策
に
挑
戦
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
自

助
努
力
を
評
価
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
昨

年
、
約
３
０
０
億
円
に
上
る
円
借
款

「
気
候
変
動
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ロ

ー
ン
」
を
供
与
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
も
、
気
候
変
動
対
策
国
家
行
動
計

画
に
沿
っ
て
、
07
〜
09
年
の
３
年
間

で
達
成
す
べ
き
政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
を

設
定
し
た
。こ
の
具
体
的
な
中
身
は
、

緩
和
策（
森
林
、エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）、

適
応
策
（
水
資
源
、
農
業
な
ど
）、

分
野
横
断
的
課
題
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
、

コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
な
ど
）
の
３
つ
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ

の
達
成
状
況
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

と
と
も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
必
要

に
応
じ
て
政
策
提
言
も
行
っ
て
い

る
。

　

08
年
は
、
目
標
に
掲
げ
ら
れ
た
45

政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
35
の
ア

ク
シ
ョ
ン
が
達
成
さ
れ
、
9
の
ア
ク

シ
ョ
ン
も
一
定
の
進
捗
が
あ
っ
た
。

「
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
結
果
で
は

な
い
か
」
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
担
当

し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
調
査
員

（
当
時
）
の
不
破
吉
太
郎
さ
ん
は
話

す
。
こ
う
し
た
気
候
変
動
政
策
ア
ク

シ
ョ
ン
の
着
実
な
実
施
と
と
も
に
、

現
場
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
継
続
的
に
行
っ
て
き
て
い
る
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
め
、
気
候
変
動

対
策
を
組
み
込
ん
だ
開
発
計
画
の
実

施
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
家
の
ゴ
ム
農

園
で
焼
き
畑
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た

が
、
森
林
消
防
隊
に
入
っ
て
焼
き
畑

は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
知
り
ま
し

た
。
大
地
が
死
ん
で
し
ま
う
し
、
火

災
や
煙
害
も
起
こ
る
。
多
く
の
Ｃ
Ｏ

２
が
排
出
さ
れ
る
こ
と
も
、
今
は
理

解
し
て
い
ま
す
」

　

ス
マ
ト
ラ
島
ジ
ャ
ン
ビ
州
バ
タ
ン

ハ
リ
地
区
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ

た
バ
ス
キ
さ
ん
は
、
地
元
の
森
林
消

防
隊
の
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　

世
界
第
３
位
の
広
さ
の
熱
帯
雨
林

を
有
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
が
、
火

災
や
過
剰
伐
採
に
よ
り
毎
年
広
大
な

面
積
の
森
林
原
野
が
失
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
自
然
破
壊
の
み
な
ら

ず
、Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
を
も
失
っ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
政
策
ア
ク

シ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
07
年
に
国
立
公

園
版
の
森
林
火
災
予
防
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
見
直
し
、
今
年
2
月
に
は
林

業
省
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
協
力
を

得
な
が
ら
森
林
全
体
を
対
象
と
し
た

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
布
。現
在
は
、

そ
の
実
施
へ
の
手
続
き
や
地
方
へ
の

普
及
・
拡
大
に
向
け
、
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
分
野
に
お
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で

は
、
現
場
レ
ベ
ル
で
の
技
術
協
力
を

20
年
近
く
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
て

い
る
。「
97
年
に
日
本
が
導
入
し
た

人
工
衛
星
に
よ
る
火
災
早
期
発
見
シ

ス
テ
ム
が
森
林
火
災
の
予
防
の
大
き

な
一
歩
と
な
っ
た
」
と
林
業
省
森
林

火
災
対
策
局
の
バ
ン
バ
ン
・
ハ
ル
ト

ノ
さ
ん
は
話
す
。
そ
し
て
06
年
に
開

始
し
た
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
挑
戦
を

日
本
が
包
括
的
に
支
援

森
林
火
災
を
予
防
し

Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
を
守
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
と
経
済
成
長
の
両
立
を
目
指
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、そ
の
取
り
組
み
を「
政
策
」と「
現
場
」の
両
面
か
ら
包
括
的
に
支
援
。

今
年
９
月
、成
果
の
芽
が
顔
を
出
し
つ
つ
あ
る
現
場
を
訪
ね
た
。

Ｃ
Ｏ
２

排
出
の
少
な
い

人
と
地
球
に
や
さ
し
い

社
会
を
つ
く
ろ
う

from インドネシア
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森林消防隊は小規模から中規模の火災発
生時に消火活動を行う。消火が終わると、
火災跡地を整備。2002年に組織されたこ
の森林消防隊は、日本を参考にしている

世界最大の地熱資源が眠るインドネシア

洪水対策が行われているブランタス川の支
流ブランカル川。乾期は水位が低いが、雨
期には毎年のように洪水に見舞われる

毎年インドネシアの森は
2％ずつ失われている

インドネシア
スマトラ島

ジャワ島
スラバヤ

ジャカルタ
ジャンビ州

東ジャワ州



「
森
林
地
帯
周
辺
住
民
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ
に
よ
る
森
林
火
災
予
防
計
画
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
を
各

地
に
定
着
さ
せ
る
た
め
、リ
ア
ウ
州
、

ジ
ャ
ン
ビ
州
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州

を
例
に
森
林
・
耕
地
火
災
対
策
の
計

画
作
成
を
支
援
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン

ビ
州
で
は
、
今
年
6
月
に
同
計
画
が

州
知
事
の
承
認
を
得
て
、
州
令
と
し

て
公
布
さ
れ
た
。
現
在
は
、
飯
島
康

夫
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
ら
の
「
森
林
火

災
が
環
境
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
ま

ず
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」

と
の
考
え
の
も
と
、
最
前
線
で
消
火

活
動
に
当
た
る
森
林
消
防
隊
が
火
災

予
防
に
向
け
た
住
民
の
意
識
改
革
に

努
め
て
い
る
。

　

だ
が
、「
い
ま
だ
に
開
墾
の
と
き

に
生
い
茂
っ
た
木
や
草
を
焼
き
払
う

人
も
い
ま
す
。野
焼
き
が
禁
止
な
ら
、

重
機
を
く
れ
と
い
う
人
も
い
ま
す
」

と
飯
島
専
門
家
。
根
付
い
た
文
化
を

変
え
る
の
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
の
が
現
実
だ
。

　
「
日
本
の
経
験
に
学
び
た
い
」。
今

年
9
月
、
森
林
消
防
事
務
所
の
マ
ダ

リ
所
長
は
じ
め
10
人
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
で
福
島
県
い
わ
き
市
の

消
防
署
を
訪
れ
た
。
目
的
は
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
森
林
火
災
の
予
防
に

対
す
る
住
民
の
意
識
改
革
や
消
防
隊

の
能
力
向
上
の
策
を
見
い
だ
す
こ

と
。

　
「
日
本
で
は
、
消
防
隊
だ
け
で
な

く
住
民
が
協
力
し
て
消
火
活
動
に
当

た
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
ま
た
、
火

災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
防
災
教
育

も
進
ん
で
い
る
。
私
た
ち
も
日
本
で

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
住
民
の
意

識
改
革
を
し
て
い
き
た
い
」

　

こ
う
話
す
マ
ダ
リ
所
長
に
と
っ

て
、
火
災
予
防
は
大
き
な
意
味
を
持

つ
。
な
ぜ
な
ら
、
管
轄
区
域
内
に
は

地
球
温
暖
化
の
〝
火
薬
庫
〞
と
も
い

わ
れ
る
泥
炭
※
の
湿
地
林
が
続
い
て

い
る
か
ら
だ
。
湿
地
林
に
火
が
つ
く

と
、
火
は
地
面
の
泥
炭
に
着
火
し
、

さ
ら
に
地
中
へ
と
広
が
る
。
泥
炭
地

で
の
消
火
活
動
は
困
難
を
極
め
る

上
、
鎮
火
し
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

数
千
年
か
け
て
地
中
に
蓄
え
ら
れ
た

泥
炭
が
火
種
と
な
っ
て
く
す
ぶ
り
続

け
る
。

　

こ
う
し
た
泥
炭
地
の
火
災
対
策
に

つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
中
央
・
地

方
・
住
民
な
ど
の
組
織
化
の
ほ
か
、

人
工
衛
星
「
だ
い
ち
」
を
活
用
し
た

火
災
検
知
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
火
災

に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
る
炭
素
量
の
推

計
な
ど
を
行
う
科
学
技
術
協
力
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

全
長
３
２
０
キ
ロ
、
流
域
面
積
１

万
２
０
０
０
平
方
キ
ロ
を
誇
る
ジ
ャ

ワ
島
第
二
の
河
川
ブ
ラ
ン
タ
ス
。
収

穫
期
に
な
る
と
、
強
い
日
差
し
を
受

け
た
水
面
と
黄
金
色
の
稲
穂
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
。

　

ブ
ラ
ン
タ
ス
川
は
、
こ
の
地
に
多

く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
た
一
方

で
、
頻
繁
な
水
害
が
人
々
の
生
活
を

脅
か
し
て
き
た
。
近
年
、
気
候
変
動

の
影
響
に
よ
る
降
雨
パ
タ
ー
ン
の
変

動
が
予
測
さ
れ
、
洪
水
・
渇
水
被
害

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
の

問
題
に
対
し
て
70
年
代
か
ら
３
回
に

わ
た
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
・

改
定
。
さ
ら
に
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
、水
資
源
開
発
、河
川
改
修
、砂
防
、

灌
漑
、
発
電
な
ど
の
事
業
を
円
借
款

に
よ
り
支
援
し
て
き
た
ほ
か
、
早
期

警
戒
シ
ス
テ
ム
や
農
薬
・
農
機
具
な

ど
も
無
償
で
提
供
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
総
合
的
な
開
発
事
業
は
、
洪
水

被
害
の
減
少
、農
業
生
産
性
の
向
上
、

電
力
の
安
定
供
給
な
ど
地
域
経
済
の

発
展
に
貢
献
し
、
州
都
で
あ
る
ス
ラ

バ
ヤ
を
国
内
第
二
の
都
市
へ
と
発
展

さ
せ
る
礎
に
も
な
っ
た
。
ま
た
こ
の

協
力
で
は
、
働
き
な
が
ら
学
ぶO

n 
the Job Training

（
O
Ｊ
Ｔ
）
の

方
式
で
、
日
本
の
技
術
や
日
本
人
の

仕
事
へ
の
姿
勢
な
ど
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
技
術
者
に
伝
え
ら
れ
た
。
今
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
た

〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
・
マ
ン
〞
と
呼
ば
れ

る
技
術
者
は
、同
国
の
水
資
源
開
発
・

管
理
分
野
の
中
枢
を
担
う
ま
で
に
成

長
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

は
、
全
国
の
主
要
流
域
に
お
い
て
、

上
流
か
ら
下
流
ま
で
を
一
つ
の
流
域

と
し
て
、
関
係
す
る
複
数
の
自
治
体

や
住
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
水
資

源
の
開
発
・
管
理
の
検
討
を
行
う
べ

く
、
流
域
ご
と
の
水
資
源
管
理
計
画

の
策
定
を
開
始
し
た
。
ブ
ラ
ン
タ
ス

流
域
に
つ
い
て
は
09
年
内
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。
同
時
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

で
は
、技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
河

川
流
域
機
関
実
践
的
水
資
源
管
理
能

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、

現
場
レ
ベ
ル
か
ら
も
水
資
源
管
理
を

支
援
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ブ
ラ

ン
タ
ス
川
の
支
流
で
あ
る
ブ
ラ
ン
カ

ル
川
で
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
洪
水

対
策
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
も
行
っ
て

い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る
杉
村
淑

人
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
、「
河
川
流

域
の
水
資
源
管
理
に
は
、
多
く
の
関

係
者
が
流
域
の
未
来
を
見
つ
め
、
協

働
す
る
仕
組
み
が
不
可
欠
。
こ
れ
か

ら
は
行
政
が
地
域
住
民
と
い
か
に
連

携
で
き
る
か
が
カ
ギ
」
と
話
す
。
し

か
し
、
住
民
参
加
に
関
心
の
低
い
河

川
流
域
機
関
の
職
員
の
意
識
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

変
革
の
第
一
歩
と
し
て
試
み
た
の

は
、「
住
民
連
携
洪
水
被
害
軽
減
セ

ミ
ナ
ー
」の
開
催
だ
。
職
員
の
ほ
か
、

04
年
に
大
洪
水
で
数
万
軒
が
浸
水
し

た
村
の
長
た
ち
が
参
加
し
、
洪
水
対

策
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
公
共
事
業

省
水
資
源
研
究
所
の
ア
リ
・
セ
テ
ィ

ア
デ
ィ
・
モ
エ
ル
ワ
ン
ト
所
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
ダ
ム
や
堤
防
の
建
設
な

ど
ハ
ー
ド
面
に
力
を
注
い
で
き
た
私

た
ち
に
と
っ
て
、
教
育
や
人
材
育
成

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
も
同
時
に
行
い

な
が
ら
水
資
源
を
管
理
し
て
い
く
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
画
期
的
」
と
話

す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
住
民
が
主
役

と
な
り
、
洪
水
の
被
害
情
報
を
集
め

て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
避
難

方
法
を
確
立
す
る
計
画
だ
。
ま
た
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
開
発
し
た
、
上
流

の
雨
量
や
水
位
の
デ
ー
タ
を
携
帯
電

話
を
使
っ
て
収
集
す
る
「
リ
ア
ル
タ

イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
も
決
ま
っ
て
い
る
。
ス
ー
コ
ー

村
の
ハ
ジ
・
ホ
イ
ル
マ
ン
村
長
は「
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
何
か
が
変
わ
る

と
信
じ
て
い
る
」
と
、
自
分
た
ち
の

命
は
自
分
た
ち
で
守
る
地
域
づ
く
り

に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
２
万
７
０
０

０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
と
い
う
世
界
最
大
の

地
熱
資
源
が
眠
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
率
は
わ
ず
か
３

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
多
額
の
初

期
投
資
が
必
要
な
上
、
掘
削
す
る
ま

で
資
源
の
規
模
が
確
認
で
き
な
い
な

ど
開
発
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
地
熱
資

源
の
有
効
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
だ
。

　

し
か
し
、
地
熱
資
源
は
経
済
成
長

に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
増
加
へ
の

対
応
と
同
時
に
、
気
候
変
動
対
策
に

も
有
効
な
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
量
の
５
％
程
度
に
ま

で
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
引

き
上
げ
る
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
こ

の
政
策
の
実
現
に
向
け
、
07
〜
09
年

の
政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
政
府
規

則
の
策
定
や
、
民
間
参
入
を
活
発
化

さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
制
度
づ
く

り
な
ど
を
設
定
。
こ
の
政
策
ア
ク
シ

ョ
ン
へ
の
支
援
と
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
08
年
に
地
熱
発
電
分
野
へ
の
民
間

投
資
拡
大
の
た
め
の
調
査

を
実
施
し
、
民
間
が
実
施

す
る
地
熱
発
電
に
よ
る
電

力
の
買
取
制
度
や
試
掘
フ

ァ
ン
ド
の
設
立
な
ど
の
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
06
年
か

ら
07
年
に
か
け
、
地
熱
開

発
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
地
熱
発
電
所
の
建

設
を
円
借
款
で
支
援
し
て

き
て
い
る
。

　

気
候
変
動
へ
の
対
策
を

通
じ
て
人
と
地
球
に
優
し

い
開
発
を
目
指
す
―
。
そ

の
先
に
は
き
っ
と
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
低
炭
素
社

会
の
姿
が
あ
る
は
ず
だ
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

水
害
を
減
ら
す

環
境
負
荷
の
少
な
い

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性

よ
き
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ブランカル川でプロジェクトについて説明する杉村専門家（中央）と、モジョコ
ルト市水資源総局の職員

2009年、円借款を通じて北スラウェシ州に完成したラヘンドン地熱発電所（3号機）。コンサ
ルティング業務や建設には日本の企業が参画

※植物の残骸が地中に蓄積してできた泥状の炭。大量の炭素を蓄えて堆積している。

人工衛星から受信した情報は森林火災対策局
のオペレーション室を通じて各地の森林消防事
務所へ伝えられ、火災発生が確認されると森林
消防隊が出動。このシステムにより、インドネシア
の森林原野火災の早期発見が可能となり、火
災件数は少しずつ減っている
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「
ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
の
ウ
イ
ン
ド
フ

ァ
ー
ム
の
中
に
立
つ
と
、
ち
ょ
っ
と

不
思
議
な
シ
ュ
ー
ル
な
気
分
に
お
そ

わ
れ
る
」

　

円
借
款
事
業
の
関
係
者
は
、
そ
う

語
る
。広
大
な
砂
漠
に
5
0
0
基
以

上
の
巨
大
な
風
車
が
林
立
し
、
風
を

受
け
て
ゆ
っ
く
り
と
回
転
し
て
い
る

の
だ
。日
本
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
壮
大
な
景
観
だ
。ザ
フ
ァ
ラ
ー

ナ
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
（
集
合
型

風
力
発
電
所
）は
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
が

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
風
力
に
よ
る
一
大
電
力
供

給
施
設
。2
0
0
1
年
か
ら
、
デ
ン
マ

ー
ク
や
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の

協
力
を
得
て
発
電
施
設
を
建
設
し
て

き
た
。

　

日
本
が
、
資
機
材
の
調
達
や
建
設
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
資
金
の
一
部
、
約
1
3
5
億
円

の
円
借
款
を
提
供
し
、
ザ
フ
ァ
ラ
ー

ナ
の
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
た
の
は
03
年
。そ
の
資
金
に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
た
、
い
わ
ば
日
本
エ

リ
ア
で
は
現
在
、
1
4
2
基
の
風
車

が
稼
動
し
、
電
力
を
供
給
し
て
い
る
。

総
出
力
は
1
2
0
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。日

本
最
大
の
宗
谷
風
力
発
電
所
と
比
較

す
る
と
約
2
倍
の
規
模
に
な
る
。

　

ま
た
、
総
出
力
57
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の

宗
谷
で
は
一
般
家
庭
4
万
1
0
0
0

世
帯
分
の
電
力
を
賄
う
こ
と
が
で
き

る
が
、
日
本
エ
リ
ア
を
含
め
た
ザ
フ

ァ
ラ
ー
ナ
全
域
で
の
総
出
力
は
、
現

在
4
2
5
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。そ
の
数
字

を
比
べ
る
だ
け
で
、ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
・

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
巨
大
さ
が
理

解
で
き
る
。

　

見
渡
す
限
り
の
広
大
な
砂
漠
で
回

る
風
車
群
は
、
2
つ
の
大
き
な
使
命

を
帯
び
て
い
る
。一
つ
は
、
毎
年
5
〜

7
％
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
エ
ジ
プ

ト
国
内
の
電
力
需
要
に
対
応
し
、
十

分
な
電
力
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
。

エ
ジ
プ
ト
政
府
は
逼
迫
す
る
電
力
需

給
に
対
し
、
02
年
度
か
ら
長
期
電
源

開
発
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お

り
、
ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
の
ウ
イ
ン
ド
フ

ァ
ー
ム
は
そ
の
中
核
と
な
る
電
源
供

給
基
地
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。産
業
を
活
性
化
し
、
経
済

成
長
を
促
進
す
る
た
め
に
も
欠
か
せ

な
い
プ
ラ
ン
ト
だ
。

　

も
う
一
つ
の
使
命
は
、
風
力
と
い

う
、
地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
力

を
実
証
す
る
こ
と
。「
シ
ュ
ー
ル
な
世

界
」
に
見
え
る
ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
の
砂

漠
地
帯
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
電
力
事
情

に
と
っ
て
も
、
ま
た
地
球
の
環
境
問

題
に
と
っ
て
も
、
重
要
で「
リ
ア
ル
な

意
味
」
を
持
っ
た
〝
風
の
エ
リ
ア
〞
な

の
だ
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で

も
、
風
力
は
エ
ジ
プ
ト
で
特
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。電
源
開
発
に
積
極
的

に
取
り
組
む
同
国
政
府
は
、2
0
2
0

年
に
は
全
発
電
量
の
20
％
を
風
力
や

太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
お
う
と
し
て

い
る
。そ
の
う
ち
12
％
と
最
も
高
い

シ
ェ
ア
を
占
め
る
の
が
風
力
発
電
。

増
加
す
る
電
力
供
給
の
一
翼
を
担

い
、
か
つ
大
気
汚
染
の
緩
和
や
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
寄
与
す
る

も
の
と
し
て
、
風
の
力
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
し
て
07
年
に
は
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
C
D
M
事
業
（
9
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）
と
し
て
国
連
の
C
D
M

理
事
会
で
登
録
承
認
さ
れ
た
。地
球

温
暖
化
対
策
に
確
実
に
貢
献
す
る
取

り
組
み
で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な

い
。O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
に
よ

る
事
業
が
C
D
M
と
し
て
承
認
さ
れ

た
世
界
初
の
ケ
ー
ス
だ
。世
界
が
、
ザ

フ
ァ
ラ
ー
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

に
注
目
し
、
風
力
発
電
が
生
み
出
す

価
値
を
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
に
対
す
る
支
援
の

意
義
は
、
エ
ジ
プ
ト
全
土
へ
の
電
力

供
給
を
可
能
に
す
る（
開
発
便
益
）と

と
も
に
、
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る

気
候
変
動
問
題
に
も
同
時
に
貢
献
す

る
（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
効
果
）

と
い
う「
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
型
」の
開

発
で
あ
る
こ
と
。円
借
款
で
建
設
さ

れ
た
風
力
発
電
施
設
に
よ
っ
て
１
２

０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
生
み
出
す

と
同
時
に
、
こ
の
事
業
の
代
わ
り
に
、

現
在
の
主
要
電
源
で
あ
る
ガ
ス
火
力

や
石
油
火
力
な
ど
で
発
電
し
た
場
合

に
比
べ
て
年
間
約
25
万
ト
ン
の
温
室

効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
の
だ
。さ
ら

に
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
と
し
て
登
録
さ
れ
た

こ
と
で
、
エ
ジ
プ
ト
側
の
事
業
実
施

機
関
は
そ
の
削
減
分
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

収
入
と
し
て
得
ら
れ
、
事
業
の
効
果

的
・
効
率
的
な
運
営
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

Ｏ
Ｄ
Ａ
も
Ｃ
Ｄ
Ｍ
も
、
途
上
国
の

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
共
通
の

目
的
を
持
つ
。温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
も
貢
献
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
は
、

Ｃ
Ｄ
Ｍ
登
録
で
さ
ら
な
る
便
益
を
生

み
出
し
、
そ
の
便
益
が
貧
困
削
減
や

地
域
住
民
の
生
計
向
上
に
貢
献
し
得

る
可
能
性
も
あ
る
。特
に
、Ｃ
Ｄ
Ｍ
の

登
録
実
績
が
少
な
い
後
発
開
発
途
上

国
※
な
ど
の
国
々
に
と
っ
て
も
、Ｃ
Ｄ

Ｍ
と
い
う
制
度
を
活
用
し
て
貧
困
削

減
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
の

両
立
を
果
た
し
て
い
く
低
炭
素
開
発

へ
の
道
が
あ
る
の
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

こ
う
し
た
可
能
性
に
も
積
極
的
に
挑

戦
し
て
い
く
。

　

ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
に
立
つ
風
車
は
、

日
本
か
ら
の
円
借
款
と
い
う
追
い
風

を
大
き
な
翼
に
受
け
、今
日
も
ク
リ
ー

ン
な
電
力
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
。

経
済
に
も
、

地
球
に
も
優
し
い
風
が
あ
る

from エジプト
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エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
か
ら
南
東
へ
約
2
2
0
キ
ロ
。

紅
海
に
隣
接
す
る
砂
漠
地
帯
ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
で
は
、

強
い
太
陽
光
が
上
昇
気
流
を
生
み
、そ
こ
に
北
か
ら
風
が
吹
き
込
ん
で
く
る
。

平
均
風
速
は
毎
秒
8
メ
ー
ト
ル
。世
界
有
数
の
風
力
発
電
の
適
地
だ
。

こ
こ
で
、日
本
の
円
借
款
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た

1
4
2
基
の
風
車
が
回
っ
て
い
る
。

ザ
フ
ァ
ラ
ー
ナ
に
、

世
界
が
認
め
た
風
が
吹
く

紅海沿いに林立するザファラーナの風車

低
炭
素
開
発
へ
の
挑
戦

（上）タービンの土台を建設中
（下）羽根部分を組み立てる作業員。羽根と支
柱を合わせると高さは81メートルにも上る

風車の稼動状況は、コンピューターで
一元管理されている

※国連により定められた、途上国の中でも特に開発の遅れた国々。
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気
候
変
動
を
は
じ
め
、
食
料
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
危
機
、自
然
災
害
、感
染
症

の
拡
大
な
ど
、
地
球
規
模
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
、
開
発
途
上
国
を
中
心

に
多
く
の
人
々
の
生
活
を
脅
か
し
て

い
る
。そ
し
て
、そ
れ
ら
の
克
服
の
カ

ギ
に
な
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
科
学
技
術
を
活
用
し
た

国
際
協
力
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
２
０
０
８
年
よ

り
、
日
本
の
科
学
技
術
振
興
の
中
核

的
な
役
割
を
担
う
独
立
行
政
法
人
科

学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）と
連
携

し
、
日
本
の
大
学
や
研
究
機
関
の
協

力
の
も
と
、
課
題
解
決
に
役
立
つ
研

究
を
途
上
国
側
と
共
同
で
行
う
「
地

球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協

力
」を
実
施
し
て
い
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
３
〜
５
年
間
で
、Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
日

本
側
の
研
究
機
関
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
途

上
国
側
の
研
究
機
関
を
そ
れ
ぞ
れ
支

援
す
る
。

　
〝
世
界
の
屋
根
〞と
呼
ば
れ
る
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
の
南
側
斜
面
に
位
置
す
る

ブ
ー
タ
ン
北
部
に
は
、
２
千
数
百
個

以
上
と
も
い
わ
れ
る「
氷
河
湖
」が
あ

る
。氷
河
湖
と
は
、氷
河
の
氷
が
長
い

年
月
を
か
け
て
溶
け
出
し
、
谷
や
斜

面
に
形
成
さ
れ

た
湖
の
こ
と
。

１
９
９
４
年
、

そ
の
氷
河
湖
の
一
つ
が
増
水
の
た
め

に
突
如
決
壊
。大
量
の
土
石
流
が
下

流
域
に
押
し
寄
せ
、
標
高
１
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
古
都
プ
ナ
カ
を
飲
み
込

ん
だ
。住
民
21
人
が
犠
牲
と
な
っ
た

こ
の
災
害
か
ら
15
年
。地
球
温
暖
化

の
影
響
で
氷
河
が
こ
れ
ま
で
に
な
い

速
さ
で
溶
け
出
し
、地
震
、氷
河
や
岸

壁
の
崩
落
な
ど
に
よ
る
氷
河
湖
決
壊

の
危
険
性
が
、今
、急
速
に
高
ま
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
氷
河
湖
決
壊
の
危
険

度
を
調
べ
、
洪
水
発
生
に
備
え
た
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
ブ
ー

タ
ン
と
の
共
同
研
究
が
始
ま
っ
た
。

９
月
上
旬
、
標
高
５
０
０
０
メ
ー
ト

ル
の
高
地
に
あ
る
氷
河
湖
と
そ
の
下

流
域
を
調
査
す
る
た
め
、
延
べ
５
人

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
首
都
テ
ィ
ン

プ
ー
を
出
発
。約
１
カ
月
半
に
及
ぶ

調
査
で
、
氷
河
湖
の
現
状
調
査
や
洪

水
で
の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
下
流
域

の
測
量
を
、
ブ
ー
タ
ン
・
経
済
省
地

質
鉱
山
局
と
共
同
で
行
っ
た
。

　

日
本
側
か
ら
は
、
研
究
代
表
者
で

あ
る
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研

究
科
の
西
村
浩
一
教
授
を
中
心
に
、

国
内
の
研
究
機
関
や
大
学
な
ど
、
雪

氷
分
野
で
豊
富
な
経
験
を
持
つ
研
究

者
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム
が
参
加
。

今
後
は
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
支

援
の
一
環
と
し
て
、
衛
星
デ
ー
タ
の

解
析
や
実
地
調
査
に
よ
り
、
氷
河
湖

決
壊
と
そ
れ
に
伴
い
発
生
し
た
洪
水

が
流
下
し
た
場
合
の
危
険
度
を
客
観

的
に
評
価
す
る
ほ
か
、
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
警
報
シ
ス
テ
ム

の
立
案
な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
機
関

に
お
け
る
防
災
技
術
の
向
上
に
努
め

て
い
く
考
え
だ
。

　

ブ
ー
タ
ン
と
は
対
照
的
に
、
大
洋

州
の
島
国
ツ
バ
ル
の
国
土
は
、
海
抜

わ
ず
か
１
〜
５
メ
ー
ト
ル
。近
年
の

海
面
水
位
の
上
昇
に
よ
り
「
温
暖
化

で
国
土
が
水
没
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
国
」と
し
て
広
く
知
ら
れ
、早
急
な

海
岸
保
全
対
策
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

て
い
る
。一
方
で
島
の
浸
食
は
、温
暖

化
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
人
口
急
増

に
よ
っ
て
環
境
が
悪
化
し
、
国
土
を

構
成
す
る
砂
を
作
る
サ
ン
ゴ
や
有
孔

虫
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
が
原
因

と
の
見
方
も
強
い
。

　

生
態
学
的
な
島
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
無
視
し
た
海
岸
保
全
対
策
は
、

長
期
的
に
は
島
の
維
持
に
害
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
。そ
こ
で
、東
京
大

学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
の
茅
根
創

教
授
を
代
表
と
す
る
研
究
チ
ー
ム

は
、09
年
４
月
よ
り
、サ
ン
ゴ
や
有
孔

虫
の
生
態
系
破
壊
の
要
因
や
、
砂
の

生
産
、運
搬
、堆
積
と
い
っ
た
島
の
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の

研
究
を
ツ
バ
ル
天
然
資
源
環
境
省
な

ど
と
共
同
で
開
始
。気
候
変
動
へ
の

適
応
策
支
援
と
し
て
、
２
０
１
４
年

ま
で
の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
て
持
続

可
能
な
島
の
造
成
策
の
提
案
や
、
衛

星
画
像
や
測
量
に
よ
る
継
続
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化
を
行
う
。

　

一
方
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
緩
和
策
へ

の
支
援
と
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
廃
棄

物
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
す
る
研

究
が
始
ま
る
。サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培

が
盛
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
そ
の
糖

液
か
ら
精
製
す
る
エ
タ
ノ
ー
ル
の
生

産
に
力
を
入
れ
て
き
た
。現
在
、バ
イ

オ
燃
料
と
し
て
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

量
は
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第

２
位
。他
方
、サ
ト
ウ
キ
ビ
そ
の
も
の

か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
が
砂
糖
の

生
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
中
、大
量
に
生
じ
る
茎
や
葉
、

バ
ガ
ス（
糖
液
を
搾
っ
た
か
す
）の
有

効
活
用
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
同
時

に
緩
和
策
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術

総
合
研
究
所
の
坂
西
欣
也
・
バ
イ
オ

マ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
中
心
と
す

る
研
究
チ
ー
ム
は
、
こ
の
バ
ガ
ス
な

ど
を
エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
を
考
案
。同
研
究
所
が
開

発
し
た
、
バ
ガ
ス
な
ど
の
繊
維
を
粉

砕
処
理
し
て
酵
素
で
分
解
し
や
す
く

す
る
技
術
と
、
そ
れ
ら
を
分
解
し
て

効
率
良
く
発
酵
さ
せ
る
現
地
の
２
つ

の
大
学
が
持
つ
技
術
を
生
か
し
た
共

同
研
究
が
今
年
度
中
に
始
ま
る
。エ

タ
ノ
ー
ル
の
生
産
技
術
の
確
立
に
加

え
、
そ
れ
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
効
果
の
解
析
、
評
価
も
実
施

す
る
予
定
だ
。

　

気
候
変
動
対
策
に

は
、
途
上
国
、
そ
し
て

全
世
界
の
未
来
を
支

え
る
技
術
が
必
要
だ
。

日
本
の
科
学
技
術
の

優
れ
た
知
見
を
駆
使

し
、
研
究
機
関
と
と
も

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｓ

Ｔ
が
推
進
す
る
地
球

の
明
日
を
つ
く
る
た

め
の
共
同
研
究
の
成

果
が
、期
待
さ
れ
る
。

氷
河
湖
の
決
壊
洪
水
に

備
え
る
た
め
に

共
同
研
究
に
よ
り

適
応
策
、緩
和
策
を
推
進

氷河湖の下流域となる、ブータン中部・
モンデチュ川沿いで測量調査を行う日
本の研究チーム

山のように積まれたサトウキビのバガス（後方）。これらを使ってエタ
ノール精製が可能になれば、緩和策としての効果は大きい　
○c Alamy/PPS通信社

科学技術

Science and Technology

f rom

Science and Technology
科学技術

科学技術を活用し、気候変動対策支援に取り組む日
本人研究者たち。日本の優れた科学技術の知見を生
かした開発途上国との共同研究が、JICAと独立行政
法人科学技術振興機構(JST)との連携によって、世
界各地で始まっている。

科学技術を駆使し
地球の未来を救う

かつての氷河湖決壊洪水で、多大な被害を受けた古都プナカ
（中央は、寺院と県庁を兼ねたブナカ・ゾン）。悲劇を繰り返さない
という思いとともに、日本とブータンとの共同研究が進む

ツバルでは人口の集中に伴い、高潮位時の浸水域への居
住地の拡大が余儀なくされている。また、廃棄されたゴミや
屎尿による汚染が生態系を破壊しているという問題もある
○c AFP PHOTO/Torsten BLACKWOOD

ツバル

ブラジル

ブータン
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JICAの
気候変動支援MAP

地球の未来を脅かす気候変動問題に対し、
3スキーム（有償、無償、技術協力）を駆使し、

包括的な支援を各国で展開するJICA。
ここでは、その取り組みの一部を紹介。

■ セネガル・モザンビーク・ニジェール・エチオピア

水不足に苦しむ人に
安定した水のアクセスを

水資源 無償 適応策

気候変動などの影響もあり洪水や干ばつ被害に
見舞われているアフリカ4カ国に対し、安全で衛
生的な水へのアクセス向上を目的として、井戸掘
削機、給水車、給水タンク、浄水剤などを供与。

緊急給水計画

■ ツバル

大洋州の島を水没から守る

技術協力 適応策

島の生態由来による形成メカニズムの解明、
海岸侵食対策のための調査を実施中。海面上
昇により水没の危機にさらされているツバルを
守る。

エコシステム評価及び海岸防護・再生調査

■ ベトナム

森林を増やしCO2を吸収

植林 技術協力 緩和策

植林により、CO2吸収源となる森林の増加を推
進。植林分野のCDMにかかわる人材の育成、
制度の整備・構築を支援。同分野のCDMとして
は世界で4件目の登録。

※CDMのうち、植林を通じてCO2吸収を促進する事業。

AR-CDM※促進のための能力向上

■ インドネシア

美しいバリの砂浜を再生 

有償 適応策

サンゴ礁の劣化や海岸侵食により、かつての美
しさが失われつつあったバリの海岸で、サンゴの
復元、砂浜の再生を実施。海面上昇の際の侵
食進行防止という気候変動の適応効果も。

バリ海岸保全事業

■ バングラデシュ

天然ガスのごみ収集車を導入

廃棄物 無償 緩和策

ごみ収集車が不足していたダッカ市に、従来よりも
CO2排出量が少ない圧縮天然ガスを燃料とした
収集車を導入。市民の温室効果ガス排出削減・
気候変動対策に対する関心の喚起にも貢献。

ダッカ市廃棄物管理低炭素化転換計画

■ インド

電力再利用によりCO2を削減

運輸 有償 緩和策 CDM

交通渋滞の激しい首都デリーに「デリーメトロ」を
建設。車両には電力回生ブレーキを搭載し、ブレ
ーキ時に発生するエネルギーを再び電力として利
用。年間約4万トンのＣＯ2排出量削減に貢献。

デリー高速輸送システム建設事業

■ バングラデシュ

避難所の建設で
大型サイクロンに対応

防災 無償 適応策

沿岸部という地理的条件から、大型サイクロンに
よる高潮が多発している地域にサイクロンシェル
ターを建設。平常時は教育施設として活用できる
ように設計。

■ キルギス

家畜を利用しバイオガスを生成

農村開発 技術協力 緩和策

家畜のふん尿を利用し、バイオガス（主成分メタン
ガス）と肥料の生成プラントを建設。温室効果ガス
排出量の削減、エネルギー源の確保にも貢献。
農民の生活向上を目指す。（P20に関連記事）

バイオガス技術普及支援計画 

■ ケニア

住民主体で洪水の防止対策

防災 無償 適応策

雨量の増加により洪水が多発しているニャンド
川流域で、避難施設の建設や住民組織を中心
とした洪水管理体制の強化を支援。

ニャンド川流域気候変動対策に適応した
コミュニティ洪水対策計画

■ エジプト

風の力で環境に優しい
新たな電力源を

電力 有償 緩和策 CDM

紅海に面し、風力発電に適した砂漠地帯に142
基の風車を設置。再生可能エネルギーの利用
は、国内の電力需要に対応するだけでなくCO2
排出量の削減にも貢献。（P14に関連記事）

ザファラーナ風力発電事業

■ ボリビア

消滅の危機にある氷河のために

水資源 技術協力 適応策 科学技術協力

温暖化による氷河減少の予測を踏まえ、将来的
な水資源の確保、渇水への適応策の提案のた
めに日本とボリビアの大学が共同研究を開始。

氷河減少に対する水資源管理適応策
モデルの開発

■ パラグアイ

広大な貯水池を活用し
クリーンエネルギーを生む

電力 有償 緩和策 CDM

琵琶湖とほぼ同じ面積を持つ既存のイグアス
貯水池を活用して水力発電所を建設。水力を
使って発電することにより、温室効果ガスの排
出削減も期待される。

イグアス水力発電所建設事業

多目的サイクロンシェルター建設計画
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キ
ル
ギ
ス
で
は
停
電
が
日
常
的
に
起
こ

る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
十
分
に
行
き
届
い

て
い
な
い
の
が
原
因
だ
が
、
地
球
温
暖
化

に
よ
り
高
山
の
万
年
雪
や
氷
河
が
減
少
し
、

発
電
に
必
要
な
水
量
が
十
分
に
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

気
候
変
動
は
、
こ
こ
に
も
暗
い
影
を
落
と

し
て
い
る
の
だ
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
は
人
々
の
生
活
を
直

撃
し
て
い
ま
す
。
燃
料
確
保
の
た
め
に
街

路
樹
や
国
有
林
を
違
法
伐
採
す
る
人
も
出

て
き
て
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
J
I
C
A
が
キ
ル
ギ

ス
で
実
施
す
る
「
バ
イ
オ
ガ
ス
技
術
普
及

支
援
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
チ
ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
本
明
治
さ
ん
。
帯
広
畜

産
大
学
で
畜
産
の
研
究
を
重
ね
る
傍
ら
、

大
学
と
民
間
の
連
携
事
業
の
プ
ロ
モ
ー
タ

ー
と
し
て
活
躍
し
た
彼
は
、
そ
の
経
験
を

生
か
し
、
退
官
後
に
海
外
で
再
び
活
動
す

る
こ
と
が
大
き
な
夢
だ
っ
た
。「
新
し
い
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
た
め
、
何
か
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
は
、
生
ご
み
や
家
畜
、
人

の
ふ
ん
尿
な
ど
を
タ
ン
ク
内
で
発
酵
し
た

時
に
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
発
生
し
た
ガ
ス

は
炊
事
や
暖
房
に
使
え
、
分
離
し
た
後
に

残
る
液
体
は
肥
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

で
、
農
業
に
も
貢
献
す
る
。「
十
勝
地
方
の

気
候
は
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
冬
の
寒
さ

が
厳
し
い
。
保
温
技
術
と
加
温
装
置
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
キ
ル
ギ
ス
に
も

応
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

畜
産
業
が
盛
ん
な
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
家

畜
の
ふ
ん
尿
は
貴
重
な
資
源
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
に
も
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
が
導

入
さ
れ
て
き
た
が
、
温
度
の
下
が
る
冬
に

な
る
と
発
酵
不
足
が
原
因
で
稼
動
し
な
い

も
の
が
多
か
っ
た
。
国
内
の
40
％
が
標
高

3
0
0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
キ
ル
ギ
ス

は
冬
が
長
い
。
冬
に
動
き
を
止
め
て
し
ま

う
プ
ラ
ン
ト
で
は
意
味
が
な
い
の
だ
。

　
「
2
0
0
8
年
に
は
首
都
の
あ
る
チ
ュ
イ

州
に
、
3
基
の
モ
デ
ル
装
置
を
建
設
し
厳

冬
期
で
も
稼
働
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
一
般
農
家
が
購
入
で

き
る
普
及
タ
イ
プ
の
モ
デ
ル
を
6
基
、
イ

シ
ク
ク
ル
州
で
建
設
中
で
す
」。
岡
本
さ
ん

が
赴
任
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
2
年
。
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
そ
の
数
を
着
実
に
増

や
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
岡
本
さ
ん
は
「
十
勝
で
の
経

験
を
、
そ
の
ま
ま
生
か
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
」
と
い
う
。
停
電
が
頻
繁
に
あ
り
、

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
を
全
面
的

に
電
気
に
頼
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
だ
。

　
「
日
本
の
技
術
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
移

転
し
よ
う
と
し
て
も
意
味
が
な
い
。〝
現
地

に
根
付
く
適
正
技
術
〞
を
考
え
、
伝
え
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
た

ん
で
す
」。
そ
こ
で
岡
本
さ
ん
は
、
手
動
で

も
運
転
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
。
さ
ら
に

装
置
の
一
部
を
地
下
に
埋
設
し
、
保
温
効

果
と
停
電
時
の
原
料
投
入
を
人
力
で
行
え

る
よ
う
に
も
工
夫
し
た
。

　

キ
ル
ギ
ス
向
け
に
〝
加
工
し
た
〞
こ
の

プ
ラ
ン
ト
は
、
現
地
の
人
々
の
生
活
に
多

く
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
プ
ラ
ン
ト
は
、

屋
外
に
あ
っ
た
台
所
や
ト
イ
レ
を
屋
内
に

併
設
し
て
設
置
さ
れ
る
た
め
、
庭
の
隅
に

あ
っ
た
ト
イ
レ
に
向
か
う
苦
労
か
ら
解
放

さ
れ
た
。
水
道
も
引
か
れ
、
女
性
や
子
ど

も
た
ち
の
つ
ら
い
仕
事
で
あ
っ
た
水
く
み

も
な
く
な
る
。
ま
た
、
40
℃
以
上
の
発
酵

槽
で
は
病
原
菌
も
か
な
り
の
割
合
で
死
滅

す
る
な
ど
、
公
衆
衛
生
の
面
か
ら
も
効
果

は
大
き
い
。

　
「
キ
ル
ギ
ス
の
未
来
の
た
め
に
、
キ
ル
ギ

ス
人
は
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
く
る
ん
で
す
」。
岡
本
さ
ん
は
、
そ
ん
な

彼
ら
と
楽
し
く
仕
事
を
す
る
た
め
の
雰
囲

気
づ
く
り
も
自
分
の
仕
事
だ
と
い
う
。「
私

の
だ
じ
ゃ
れ
で
日
本
語
が
格
段
に
向
上
し

た
と
、
皆
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
よ
」
と

笑
う
。

　
「
正
直
に
言
う
と
、
文
化
や
価
値
観
の
違

い
に
い
ら
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
ん
な
に
も
豊
か
な
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た

り
と
生
活
し
て
い
る
彼
ら
を
見
て
い
る
と

〝
幸
せ
〞
と
は
何
な
の
か
、
つ
い
考
え
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
」

　

岡
本
さ
ん
に
は
壮
大
な
夢
が
あ
る
。
西

安
か
ら
ロ
ー
マ
ま
で
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

オ
ー
ト
バ
イ
で
駆
け
抜
け
、
風
と
匂
い
を

感
じ
な
が
ら
疾
走
す
る
の
だ
と
い
う
。
次

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
て
、
ゲ

ン
バ
で
た
っ
ぷ
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
岡

本
さ
ん
。
彼
の
夢
に
か
け
る〝
心

の
エ
ン
ジ
ン
〞
は
い
ま
だ
止
ま

ら
な
い
。

中央アジアの東端に位置するキルギス。
この国にバイオガス技術を普及し農民の生活向上を図ろうと
岡本明治さんは日々奮闘している。

国
際
協
力
で
必
要
な
の
は

現
地
に
根
付
く
技
術

「農民と一緒によりよい暮らしをつくりたい」

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
カ
バ
ー
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ゲンバの風
第 12 回

キルギス バイオガス技術普及支援計画プロジェクト　チーフアドバイザー
Okamoto Meiji

岡本 明治さん

バイオガスプラントのオープンセレモニーで、
関係者と打ち合わせをする岡本さん

最も製造コストの低いカナル型バイオガスプラントの建設現場を視察

キルギス

パラグアイ

おかもと・めいじ
1943年大阪府出身。農学博士。帯広畜産大学大学院修士課程修了。71年十勝
農業協同組合連合会入会。74年帯広畜産大学畜産学部助手。86年JICA長期
専門家としてパラグアイに赴任。97年同大学教授。同年岩手連合大学院教授。
2002年同大学地域共同研究センター長、06年フィールド科学センター長。07年
定年退官後、帯広畜産大学連携融合事業推進室特任教授。07年12月より現職。

キルギスでは雄大な自然に
囲まれた生活。「日本の山
などは、丘くらいにしか思え
なくなってしまいます」

バイオガスの導入に興味を示す住民たちに説明をする岡本さん
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１
９
０
１
年
に
官
営
八
幡
製
鉄
所
が
創

業
し
て
以
来
、
四
大
工
業
地
帯
の
一
つ
と

し
て
繁
栄
し
た
北
九
州
市
。
し
か
し
60
年

代
、
産
業
の
発
展
と
引
き
換
え
に
、
国
内

最
大
の
大
気
汚
染
を
記
録
す
る
ま
で
の
公

害
に
見
舞
わ
れ
た
。「
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
」。
最
初
に

声
を
上
げ
た
の
は
、
地
元
の

婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

市
内
の
行
政
や
企
業
を
巻
き

込
み
、
環
境
保
護
の
た
め
の

制
度
づ
く
り
や
技
術
の
導
入
、

下
水
処
理
場
や
廃
棄
物
焼
却

場
な
ど
の
整
備
が
10
数
年
か

け
て
行
わ
れ
た
。

　

自
分
た
ち
と
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
し
て
ほ
し
く
な
い
―
。

こ
の
経
験
を
世
界
に
伝
え
る

た
め
に
、
市
は
開
発
途
上
国

に
対
す
る
支
援
を
ス
タ
ー
ト
。

特
に
工
業
・
環
境
分
野
の
国

際
協
力
を
推
進
す
べ
く
、
80
年

に
は
地
元
の
産
業
団
体
主
導

で
、
財
団
法
人
北
九
州
国
際

技
術
協
力
協
会
（
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）

を
設
立
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
も
協
働
し
て
、
多
く

の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
内
容
は
、廃
棄
物
管
理
、環
境
教
育
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
下
水
道
維
持
管
理
、
排

水
処
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
産
官
学
合
わ
せ

て
約
２
０
０
の
機
関
が
、
日
本
で
の
研
修

受
け
入
れ
な
ど
に
協
力
す
る
。
ま
た
、
友

好
都
市
で
あ
る
中
国
・
大
連
市
を
は
じ
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
な

ど
ア
ジ
ア
の
都
市
を
中
心
に
、
現
地
へ
専

門
家
を
派
遣
し
技
術
指
導
も
実
施
。
２
０

０
９
年
３
月
ま
で
に
受
け
入
れ
た
研
修
員

は
５
３
６
６
人
（
１
３
３
カ
国
）、
派
遣
し

た
専
門
家
は
１
４
４
人
（
25
カ
国
）
に
及

ん
で
い
る
。

　

一
面
に
広
が
る
青
い
空
と
、
多
様
な
魚

介
類
が
生
息
す
る
洞
海
湾
―
―
か
つ
て
の

公
害
か
ら
奇
跡
的
な
復
活
を
遂
げ
た
北
九

州
市
は
、
今
で
は
ア
ジ
ア
で
「
循
環
型
社

会
の
実
現
」
を
リ
ー
ド
す
る
代
表
都
市
の

一
つ
。
公
害
対
策
に
よ
っ
て
得
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
強
み
と
し
、
現
在
は
気
候
変
動
対
策

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

直
結
す
る
ご
み
対
策
だ
。
市
内
の
企
業
、

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
若
松
環
境
研
究

所
の
高
倉
弘
二
所
長
代
理
が
中
心
と
な
り
、

そ
の
土
地
の
菌
を
利
用
し
て
生
ご
み
を
分

解
す
る
「
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
（
た
い
肥

化
）」
の
技
術
を
開
発
。「
北
九
州
（
Ｋ
ｉ

ｔ
ａ
Ｑ
）
方
式
※
」
と
し
て
、
北
九
州
市

と
ジ
ェ
イ
ペ
ッ
ク
が
協
働
で
〝
住
民
参
加

型
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
途
上
国
に
積
極
的

に
普
及
を
進
め
て
き
た
。
現
在
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
６
都
市
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
７
都

市
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
な
ど
が
採
用
し
て

い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ラ
バ
ヤ
市
で
は
、

02
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
で
実
施
し
た
調

査
に
よ
り
、
生
ご
み
が
廃
棄
物
全
体
の
約

半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
着
目
。
04
年

よ
り
現
地
の
自
治
体
と
協
力
し
て
生
ご
み

コ
ン
ポ
ス
ト
を
導
入
し
た
結
果
、
10
％
の

ゴ
ミ
減
量
化
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
09
年

８
月
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協

力
を
活
用
し
、
マ
カ
ッ
サ
ル
市
で
「
住
民

参
加
型
廃
棄
物
管
理
推
進
事
業
」
を
実
施

中
。
住
民
を
対
象
に
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
Ｑ
方
式
を

指
導
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
全
体
に
定
着
さ
せ
る
方
法
を
模
索
し

て
い
る
。「
行
政
、
住
民
が
共
に
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
す
」
と
北
九
州
市
環
境

局
環
境
経
済
部
環
境
国
際
協
力
室
係
長
の

園
順
一
さ
ん
は
話
す
。

　

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
2
）
削
減
な

ど
に
対
す
る
意
識
か
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
力
を
入
れ
て
い
る
企
業
も
多
い
。
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
、
今
年
10
月
に
は

メ
ル
コ
ス
ー
ル
地
域
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
）

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
査
機
関
の
職
員
ら
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
修
の
た
め
に
来
日
。
九
州
電
力
株
式
会

社
や
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社
な
ど
を
視
察
し

た
。（
2
0
0
9
年
12
月
号
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
特
集
」
に
関
連
記
事
掲
載
予
定
）

　
「
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
都
市
と

し
て
当
然
の
役
割
で
す
」
と
強
調
す
る
園

さ
ん
。
環
境
国
際
協
力
室
の
田
中
真
百
合

さ
ん
も
、「
相
手
国
の
行
政
と
同
じ
目
線
に

立
ち
、
ま
ず
は
問
題
に
対
す
る
認
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
し
て
技
術
を
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
人
の
手
で
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

08
年
７
月
に
は
、
日
本
政
府
に
よ
り
気

候
変
動
対
策
推
進
の
た
め
の
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
」
に
認
定
さ
れ
た
北
九
州
市
。
ア

ジ
ア
の
低
炭
素
化
社
会
実
現
に
向
け
た

技
術
移
転
、
人
材
育
成
の
拠
点
と
し
て
「
ア

ジ
ア
低
炭
素
化
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
も
予

定
し
て
い
る
。〝
世
界
の
環
境
首
都
〞
を
目

指
し
て
、
今
後
も
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。

都市の環境対策の経験を
途上国へ

公害を克服するために、地域一体となって環境対策を進めてきた北九州市。
そのノウハウを生かし、現在では開発途上国に対する気候変動問題への協力に力を入れている。

スラバヤ市で、現地の菌を利用したた
い肥づくりを指導するジェイペックの
高倉さん（中央）

新
し
い
課
題
に
も

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
対
応

公
害
の
経
験
を
生
か
し

気
候
変
動
問
題
に
取
り
組
む

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち 北九州市

カ  

イ  

タ

タ 

キ 

ュ 

ー

キ 

マカッサル市で住民に聞き取り調査をする北九州市環境局の三苫洋介さん
み  とま

かつては「死の海」と呼ばれ
た洞海湾（左）。市民・企業・
行政の努力により、みちがえ
るようによみがえった

福岡県

北九州市

北九州市小倉北区を流れる紫川。市のシンボルとして、周辺の公園や道路などの
整備も進められている

※生ごみコンポストの技術を核として、行政と住民が協働で廃棄物の減量化を
図るもの。街の緑化、病害虫による健康被害を低減するだけでなく、行政は生ご
みの処理費用の削減、住民は収入の増加などの利益がある。
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生
徒
の
手
に
よ
る
国
際
協
力

「
ア
ン
ニ
ー
メ
ー
ン
ニ
ャ
ン
（
こ
れ
は
何
で

す
か
）？
」

　

８
月
下
旬
、
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
―
―
朝
早
く
か
ら
、
町
中
の
市
場
は
た
く

さ
ん
の
お
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
現
地
の

人
々
に
交
じ
っ
て
買
い
物
を
す
る
の
は
、
日

本
か
ら
来
た
高
校
生
た
ち
。
電
卓
と
手
帳
を

片
手
に
、
民
芸
品
や
銀
製
品
、
織
物
な
ど
を

選
ん
で
い
る
。「
タ
オ
ダ
イ
（
い
く
ら
で
す

か
）？
」「
ル
ッ
ト
ダ
イ
ボ
ー
（
少
し
安
く
な

り
ま
す
か
）？
」。
片
言
な
が
ら
も
、
一
生
懸

命
覚
え
た
ラ
オ
語
で
交
渉
す
る
の
は
、
高
知

市
立
高
知
商
業
高
等
学
校
生
徒
会
の
メ
ン
バ

ー
。
今
や
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
現
地
で
の
商

品
買
い
付
け
は
、
同
校
が
取
り
組
む
ラ
オ
ス

学
校
建
設
支
援
の
一
環
だ
。

　

高
知
商
業
と
ラ
オ
ス
が
出
会
っ
た
の
は
１

９
９
４
年
。
そ
れ
ま
で
は
生
徒
会
が
中
心
と

な
っ
て
赤
十
字
へ
の
募
金
を
行
っ
て
い
た
が
、

当
時
顧
問
だ
っ
た
岡
﨑
伸
二
先
生
（
現
同
校

教
頭
）
は
、「
何
か
も
っ
と
〝
形
〞
に
な
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
」
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ

で
偶
然
見
つ
け
た
の
が
、
高
知
出
身
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
Ｏ
Ｂ
が
設
立
し
た
「
高
知
ラ
オ

ス
会
」
の
紹
介
記
事
だ
っ
た
。
活
動
内
容
は
、

ラ
オ
ス
の
学
校
建
設
支
援
。
先
生
か
ら
そ
の

話
を
聞
き
、
こ
れ
だ
！
と
思
っ
た
生
徒
た
ち

は
す
ぐ
に
会
と
連
絡
を
取
り
、
支
援
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ど
う
せ
な
ら
、
商
業
高
校
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
に
し
た
い
。
そ
こ
で
思
い
付
い
た
の

が
、校
内
に
模
擬
株
式
会
社
を
設
立
し
、生
徒
、

教
職
員
、
保
護
者
が
出
資
す
る
と
い
う
方
法
。

集
ま
っ
た
資
金
を
使
い
、
年
１
回
現
地
で
民

芸
品
な
ど
を
買
い
付
け
て
文
化
祭
で
販
売
し
、

そ
の
収
益
の
一
部
を
ラ
オ
ス
の
学
校
建
設
に

充
て
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
株
主
に
も
収
益

は
分
配
さ
れ
る
。「〝
自
分
も
参
加
し
て
い
る
〞

と
実
感
で
き
る
仕
組
み
で
す
」。
さ
ら
に

2
0
0
0
年
か
ら
は
、
地
元
の
「
は
り
ま
や

橋
商
店
街
振
興
組
合
」
の
協
力
の
も
と
、
毎

年
秋
に
「
は
り
ま
や
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
商
店
街
で
ラ
オ
ス
の

商
品
を
販
売
し
て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

高
知
の
人
に
ラ
オ
ス
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

は
り
ま
や〝
箸
〞で

高
知
と
ラ
オ
ス
を
つ
な
ぐ

高
知
と
ラ
オ
ス
が

共
に
幸
せ
に
な
れ
る
協
力
を

15
年
に
わ
た
り
、ラ
オ
ス
の
学
校
建
設
を
支
援
し
て
き
た
高
知
市
立
高
知
商

業
高
等
学
校
。そ
の
取
り
組
み
は
、地
域
を
巻
き
込
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

広
が
っ
て
い
る
。　
　

第10 回

地球号の
子どもたち

　
「
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
、
日
々

の
活
動
の
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
」。
力
強

く
そ
う
話
す
の
は
、
３
年
生
の
遠
山
望
美
さ

ん
。「
中
学
生
の
と
き
に
活
動
に
つ
い
て
知
っ

て
か
ら
、
ず
っ
と
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
」。
生
徒
会
長
を
務
め
る
彼
女
は
、

高
校
生
活
で
３
回
ラ
オ
ス
の
地
を
踏
ん
だ
。

　

ラ
オ
ス
へ
の
支
援
が
始
ま
っ
て
は
や
15
年
。

こ
れ
ま
で
建
設
に
協
力
し
た
学
校
は
６
校
。

数
年
前
か
ら
は
学
校
建
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、

新
し
い
取
り
組
み
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、〝
本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
協
力
〞
を
探
る
た
め
に
、
昨
年
か
ら
始
め

国内でも珍しい木造アーケードを持つはりまや橋商店街で開催される
「はりまやストリートフェスティバル」。地域の恒例行事として定着して
おり、毎年楽しみにしている人も多い

ビエンチャンの織物屋さんにて。「ラオス独特の鮮やかな柄の布は、特
に人気があります」と織物担当のメンバー

た
現
地
の
学
校
で
の
聞
き
取
り
調
査
だ
。「
実

は
、
当
初
花
だ
ん
を
贈
ろ
う
と
計
画
し
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
本
当
に
相
手
の
望
ん

で
い
る
こ
と
な
の
か
と
話
し
合
っ
た
ん
で

す
。」
と
顧
問
の
弘
瀬
博
英
先
生
。「
教
室
の

壁
が
壊
れ
て
い
る
の
で
修
理
が
必
要
」「
本
を

読
む
図
書
館
が
な
い
」「
教
科
書
や
ノ
ー
ト
が

足
り
な
い
」
な
ど
、
学
習
に
対
す
る
切
実
な

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
応
え

る
べ
く
、
今
年
は
ラ
オ
ス
訪
問
時
に
木
材
を

調
達
し
、
本
棚
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

「
図
書
館
を
す
ぐ
に
建
て
る
こ
と
は
難
し
い
け

れ
ど
、
本
棚
な
ら
現
地
の
人
と
一
緒
に
作
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も
、〝
高
知
商
業

だ
か
ら
で
き
る
協
力
〞
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
弘
瀬
先
生
は
思
い
を
語
る
。

　

ま
た
、
は
り
ま
や
橋
商
店
街
木
造
ア
ー
ケ

ー
ド
10
周
年
を
記
念
し
、
生
徒
た
ち
の
ア
イ

デ
ア
で
市
内
の
観
光
名
所
「
は
り
ま
や
橋
」

の
欄
干
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
箸
を
商
品
化
。

そ
の
名
も
「
は
り
ま
や
ば
し
」
―
材
料
に
は

高
知
の
間
伐
材
※
、
箸
袋
に
は
ラ
オ
ス
の
布

を
使
用
。
ま
さ
に
「
高
知
」
と
「
ラ
オ
ス
」

の
懸
け
橋
と
な
る
商
品
だ
。
商
店
街
な
ど
で

販
売
さ
れ
、
新
し
い
お
土
産
品
と
し
て
も
人

気
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
活
動
の
源
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
熱
い
思
い
。
３

年
生
の
和
田
鮎
美
さ
ん
は
そ
の
思
い
を
エ
ッ

セ
イ
に
し
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・

高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
８
」

に
応
募
。
見
事
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
現
在
、

青
年
海
外
協
力
隊
（
村
落
開
発
普
及
員
）
と

し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
活
動
す
る
古
谷
綾
さ

ん
も
高
知
商
業
の
卒
業
生
。
高
校
時
代
に
培

っ
た
国
際
協
力
の
経
験
を
生
か
し
、
現
地
で

奮
闘
し
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
が
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
先
生
や
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

と
生
徒
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
大
人
た
ち

の
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
、
何
よ
り
も
大
き
な

支
え
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
コ
プ
チ
ャ
イ
（
あ
り
が
と
う
）！
」。
ラ
オ

ス
で
も
日
本
で
も
、
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
。
彼
女
た
ち
の
明
る
い
声
と
真

っ
す
ぐ
な
瞳
が
、
今
日
も
高
知
と
ラ
オ
ス
を

つ
な
い
で
い
る
。

毎年恒例のラオス訪問では、建設を支援した学校で聞き取り調査や交流を続けている

ラオス学校建設を支援する、高知商業高校生徒会執行部

※今年度は福井県の業者に製造を依頼。

今年ラオスで仕入れてき
た商品の一部と「はりま
やばし」
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笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
に
浮
か
べ
て
子
ど
も
た

ち
が
走
り
寄
っ
て
く
る
。

　
「
ダ
ダ
！
ダ
ダ
！
」「
ア
イ
ダ
！
ア
イ
ダ
！
」

　

Chem
chem

 ya A
m
ani Tanzania

代

表
の
飯
山
尚
子
さ
ん
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
モ

シ
県
ン
ジ
ョ
ロ
地
区
に
設
立
し
た
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
と
き
の
い
つ
も
の

光
景
だ
。飯
山
さ
ん
は
年
に
何
度
か
こ
こ
に

や
っ
て
く
る
。…
と
い
う
よ
り
も
、
帰
っ
て
く

る
。

　
「
ダ
ダ
と
い
う
の
は
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
お
姉

さ
ん
、
ア
イ
ダ
は
私
の
旧
姓
で
す
。ナ
オ
コ
で

は
呼
び
に
く
い
ら
し
く
、
新
し
い
姓
は
覚
え

て
く
れ
ま
せ
ん
」。そ
う
言
っ
て
飯
山
さ
ん
は

笑
う
。ン
ジ
ョ
ロ
地
区
は
モ
シ
県
の
中
で
も

特
に
貧
し
い
地
域
で
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド

レ
ン
に
な
る
子
も
多
い
。

　
「
彼
ら
は
住
む
場
所
が
な
く
、
鉄
く
ず
を
拾

っ
て
売
っ
た
り
物
乞
い
を
し
た
り
と
、
悲
惨

な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
家
が
あ
っ

て
も
貧
し
く
て
学
校
に
通
え
な
い
子
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。で
も
、
学
び
た
い
と
い
う
意
欲

は
、み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
ん
で
す
」

　

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
で
利

用
で
き
る
学
習
施
設
だ
。字
を
書
く
、
計
算
を

す
る
、教
科
書
を
開
く
な
ど
、こ
こ
で
の
過
ご

し
方
は
子
ど
も
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。１
日

平
均
30
人
ほ
ど
や
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

を
、
ベ
ラ
さ
ん
と
ソ
フ
ィ
ア
さ
ん
の
二
人
の

現
地
人
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
飯
山
さ
ん
た
ち
は
日
本
で
の
里

親
探
し
も
行
っ
て
い
る
。小
学
生
に
年
間
３

０
０
０
円
、
中
学
生
に
は
１
万
円
を
提
供
す

る
こ
と
で
就
学
を
支
援
し
て
も
ら
う
の
だ
。

現
在
、モ
シ
県
と
、飯
山
さ
ん
が
青
年
海
外
協

力
隊
時
代
に
活
動
し
て
い
た
ム
ビ
ン
ガ
県
の

子
ど
も
た
ち
計
45
人
を
支
援
し
て
い
る
が
、

里
親
の
数
は
足
り
て
い
な
い
。そ
ん
な
事
情

も
あ
り
、
飯
山
さ
ん
の
活
動
拠
点
は
今
の
と

こ
ろ
日
本
。毎
週
モ
シ
か
ら
届
く
レ
ポ
ー
ト

で
現
地
の
様
子
を
見
守
り
な
が
ら
、
里
親
を

募
り
、
仲
間
た
ち
と
協
力
者
の
輪
を
広
げ
て

い
る
。そ
し
て
、年
に
何
度
か
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ〝
帰
る
〞の
だ
。

　
「
私
に
は
特
権
が
あ
る
ん
で
す
よ
」と
、
飯

山
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
る
。

　

そ
れ
は
、
支
援
を
届
け
る
と
き
に
子
ど
も

た
ち
の
う
れ
し
そ
う
な
表
情
が
見
ら
れ
る
こ

と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
は
、そ
ん
な
子
ど
も
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
有
効
に
使
わ
れ
て

い
る
。里
親
の
支
援
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な

い
学
費
や
制
服
代
、学
用
品
の
購
入
に
加
え
、

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
教
科
書
や
ス
ワ

ヒ
リ
語
の
辞
書
、絵
本
、机
な
ど
の
購
入
、施

設
の
補
修
に
も
充
て
ら
れ
た
。

　
「
ゆ
っ
く
り
と
で
す
が
、私
た
ち
の
活
動
が

地
域
に
根
付
い
て
い
っ
て
い
る
の
を
感
じ
て

い
ま
す
」

　

あ
る
日
、
大
工
を
し
て
い
る
兄
が
未
就
学

の
12
歳
の
弟
を
連
れ
て
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
に
や
っ
て
き
た
。何
と
か
学
校
に
入
れ

る
す
べ
は
な
い
か
と
い
う
。ま
た
別
の
日
に

は
、
あ
る
姉
妹
の
こ
と
で
近
所
の
人
た
ち
が

訪
ね
て
き
た
。姉
妹
に
は
父
親
が
お
ら
ず
、母

親
は
交
通
事
故
に
遭
っ
て
寝
た
き
り
だ
が
、

二
人
と
も
勉
強
し
た
い
と
い
う
。

　

開
設
か
ら
３
年
目
を
迎
え
る
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
今
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
頼

り
に
な
る
存
在
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
。「
相
談
に
乗
っ
て
い
る
と
、
貧
し
い
暮
ら

し
の
中
で
も
、み
ん
な
が
助
け
合
い
、支
え
合

っ
て
生
き
て
い
る
と
、つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

〝
豊
か
な
社
会
〞の
本
当
の
意
味
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」。

　

里
親
制
度
で
は
、
里
親
か
ら
の
手
紙
も
届

け
ら
れ
る
。受
け
取
っ
た
子
ど
も
は
す
ぐ
に

返
事
を
書
く
。タ
ン
ザ
ニ
ア
の
コ
コ
ロ
と
日

本
の
コ
コ
ロ
を
結
ぶ
レ
タ
ー
だ
。「
い
つ
か
日

本
を
見
て
み
た
い
」「
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て

日
本
に
飛
ん
で
い
き
た
い
」。そ
ん
な
夢
を
抱

く
子
ど
も
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
と
日
本
を
つ
な
ぐ
夢

学
び
た
い
、と
い
う
子
ど
も
の
コ
コ
ロ

勉強できる喜びを胸に、中学校への
進学を目指す子どもたち。その先に、ど
んな夢を抱いているのだろう 青

年
海
外
協
力
隊
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活
動
し
、任
期
が
終
わ
っ
た

後
も
現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
場
を
提
供
し
続
け
て
い
る
飯
山

尚
子
さ
ん
。そ
の
活
動
の
中
心
に
あ
る
の
が
、ス
ワ
ヒ
リ
語
で「
平
和
の

泉
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
」を
意
味
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ“C

hem
chem

 
ya 
A
m
ani 

Tanzania

（
チ
ェ
ム
チ
ェ
ム 

ヤ 

ア
マ
ニ 

タ
ン
ザ
ニ
ア
）”

だ
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
の

子
ど
も
た
ち
に
、

夢
を
贈
ろ
う

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

　

最
近
、
飯
山
さ
ん
た
ち
は
母
親
を
対
象
に

し
た
手
工
芸
教
室
を
始
め
た
。ア
フ
リ
カ
特

有
の
布
を
使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
ビ
ー
ル
の
王
冠
を
使
っ
た
バ
ッ
ジ
を
作

っ
て
日
本
で
販
売
し
、
家
計
の
足
し
に
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
狙
い
だ
。そ
れ
が
、や
が
て

は
子
ど
も
た
ち
の
就
学
に
も
つ
な
が
る
。母

親
た
ち
も
真
剣
だ
。

　
「
貧
困
を
な
く
し
、社
会
を
良
く
し
て
い
く

た
め
に
は
、
小
中
学
生
へ
の
教
育
が
一
番
で

す
。私
た
ち
が
支
援
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
中
か
ら
、
い
つ
か
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
で
指
導
し
て
く
れ
る
よ
う
な
子
が
出
て
き

て
ほ
し
い
」

　

Chem
chem

 ya A
m
ani

。〝
平
和
の
泉
〞

か
ら
は
今
、
子
ど
も
た
ち
の
、
母
親
た
ち
の
、

そ
し
て
飯
山
さ
ん
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
夢
が

わ
き
出
し
て
い
る
。

（左上）大喜びで里親からの手紙を読むアグリピー
ナ。この後、すぐに返事を書き始めた
（右上）お兄さんに連れられてKODOMOセンターに
やってきたトワリブ。12歳まで未就学だったが、セン
ターで懸命に勉強した結果、小学校3年に編入でき
たという。JICA基金による支援で、制服と通学カバ
ンを受け取った
（下）KODOMOセンターでは、職のない母親たちを
対象とした手工芸教室も始めた。「より良いものを
作り、売り上げを伸ばしていきたい」と、母親たちも意
欲的だ

ドドマ

ムビンガ

Chemchem ya Amani Tanzaniaが支援するムビンガ県キンディン
バ村の小学校で、配布された学用品を手にする子どもたちと飯山さん

Chemchem ya Amani Tanzania の活動の様子や団体の詳細
は、下記ホームページでご覧になれます。
http://www.cat.wanakijiji.com/

タンザニア

モシ
ダルエスサラーム

ケニア
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青年海外協力隊は、その経験を生かして帰国後も国内外でさまざまな活動を行って
いる。彼らの活動基盤の一つとなっている、協力隊出身者のOB会とは。

Q&A青年海外協力隊のOB会は
どんな活動をしているの？

青
年
海
外
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
会
は
、

帰
国
後
、開
発
途
上
国
で
の
経
験

を
社
会
の
た
め
に
生
か
し
た
い
と
い
う
人
々

が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
場
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
始
ま
り
は
１
９
７
０
年
、
熊

本
県
出
身
の
協
力
隊
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
が
立
ち
上

げ
た「
熊
本
県
Ｏ
Ｂ
会（
現
熊
本
県
青
年
海

外
協
力
協
会
）」で
す
。
そ
の
後
、協
力
隊
Ｏ

Ｂ
会
設
立
の
動
き
は
徐
々
に
全
国
に
広
ま
っ

て
い
き
、
今
で
は
そ
の
数
は
約
80
団
体
に
上

り
ま
す
。

　

会
員
数
、活
動
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
主
な
と
こ
ろ
で
言
う
と
、都
道
府
県

別（
47
団
体
）、派
遣
国
別（
18
団
体
）、職

種
別（
８
団
体
）、シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア（
７
団
体
）の
４
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。い
ず
れ
の
団
体
も
、
全
国
で
展
開
し
て

い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
広

報
活
動
、国
際
協
力
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
、出

前
講
座
な
ど
、日
本
国
内
に
国
際
協
力
を

広
め
る
重
要
な
担
い
手
で
す
。

　

都
道
府
県
別
の
Ｏ
Ｂ
会
は
、
全
国
47
都

道
府
県
で
結
成
さ
れ
て
お
り
、
各
地
域
の
出

身
者
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
強
み
は
、
何
ら
か
の
形
で
途
上

国
の
〝
地
域
づ
く
り
〞に
か
か
わ
っ
て
き
た

こ
と
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、日
本
の
地
域

が
抱
え
る
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

派
遣
国
別
の
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
帰
国
後
も
活

動
し
た
国
と
か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
た
い
と

い
う
熱
意
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、活
動
内
容
は
各
国
と
の
交
流
や
支

援
、ま
た
、日
本
人
に
そ
の
国
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

職
種
別
の
Ｏ
Ｂ
会
に
は
、
各
分
野
の
専
門

技
術
・
実
務
経
験
を
持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て

お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
強
力
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
現
役
の
協
力
隊

員
の
サ
ポ
ー
ト
、専
門
家
と
し
て
再
び
途
上

国
に
赴
任
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
O
B
会

は
、豊
富
な
人
生
経
験
と
途
上
国
で
の
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
、シ
ニ
ア
な
ら
で
は
の
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、こ
こ
２
〜
３
年
の
動
き

と
し
て
、協
力
隊
を
経
験
し
た
教
員
が
、活

動
を
通
し
て
得
た
知
見
や
経
験
を
教
育
現

場
で
よ
り
う
ま
く
生
か
し
て
い
こ
う
と
、い

く
つ
か
の
地
域
で
「
教
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
立
ち
上
げ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
派
遣
が
始
ま
っ
て
か
ら
44
年
が

経
ち
ま
す
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
隊
員
と
し
て
の

活
動
だ
け
で
な
く
、
帰
国
後
の
進
路
に
も
注

目
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、異
国
に
飛
び
込

み
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
な
ど
、

今
日
本
が
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
体
感
し
て

き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
現
地
で
の
経
験
や
気

付
き
を
持
ち
帰
り
、日
本
社
会
に
ど
ん
ど
ん

還
元
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
未
知
な
る

可
能
性
に
、私
た
ち
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

Q

A
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JICA青年海外協力隊事務局 
参加促進・進路支援課　課長

小路 克雄
PROFILE
1987年JICAに就職。派遣事業部、農業開
発協力部、無償資金協力業務部（いずれも
当時）、在イスラエル日本大使館、東ティモー
ル事務所などを経て、2007年より現職。

「協力隊の経験を社会に
 還元してくれることを期待しています」

こんな活動もやっています！

（上）在日外国人の多い愛知県では、青年海外協力隊愛知
県OB会の江口由希子さん（トンガ・体育隊員）が中心となり
「外国人親子の子育てサロン」を運営している
（左）NPO法人都市計画・建築関連OVの会はエイズ検査
施設の調査に協力。ガーナで聞き込みをする松村文雄さん
（ケニア・建築隊員）

■青年海外協力隊東京OB会
中高生を対象にパラオスタディーツ
アーを実施。

■青年海外協力隊ネパール会
日本について知ってもらうため、JICA
ネパール事務所の現地職員を日本に
招へい。

■NPO法人海外日本語ネット
日本語教材の作成など、外国人の日
本語学習を支援。
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「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
J
A
P
A
N
2
0
0
9
」
開
催

29                         November 2009
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10
月
3
・
4
日
、恒
例
の「
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ェ
ス
タ
J
A
P
A
N
2
0
0
9
」

（
主
催
：
外
務
省
・
J
I
C
A
・
国
際

協
力
N
G
O
セ
ン
タ
ー
）が
東
京
・
日
比

谷
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。2
日
間

で
来
場
者
9
万
人（
累
計
）を
突
破
す

る
な
ど
、名
実
と
も
に
日
本
最
大
級
の

お
祭
り
と
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
も
、イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

や
広
報
テ
ン
ト
で
、多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
。相
談
窓
口
と
し
て
設
け
た

「
J
I
C
a
f
e
」に
は
、国
際
協
力
の

キ
ャ
リ
ア
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

相
談
に
、多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
日
本
も
元
気
に
す
る
協
力
隊
ト
ー

ク
」で
は
、開
発
途
上
国
で
の
経
験
を

生
か
し
、日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
隊
О
B
・

О
G
が
、日
本
の
地
域
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
視
点
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。ま
た
、来
日
中
の
J
I
C
A
研

修
員
が
各
国
の
文
化
や
習
慣
を
紹
介

す
る
ク
イ
ズ
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、医
師
の
桑

山
紀
彦
さ
ん
が
パ
レ
ス
チ
ナ
や
ア
フ
リ
カ

で
出
会
っ
た
人
々
や
風
景
を
、音
楽
と

映
像
で
伝
え
る「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ
」

を
開
催
。紛
争
の
影
響
や
貧
困
に
苦
し

み
な
が
ら
も
、懸
命
に
生
き
る
人
々
や

子
ど
も
た
ち
、彼
ら
を
支
え
よ
う
と
奮

闘
す
る
協
力
隊
員
や
J
I
C
A
職
員

の
姿
が
伝
え
ら
れ
、た
く
さ
ん
の
人
が

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
、「
パ
レ

ス
チ
ナ
」を
テ
ー
マ
に
、桑
山
さ
ん
、成

瀬
猛
・
前
J
I
C
A
パ
レ
ス
チ
ナ
事
務

所
長
、協
力
隊
短
期
隊
員
と
し
て
パ
レ

ス
チ
ナ
で
活
動
し
た
松
田
弥
栄
さ
ん
に

よ
る
ミ
ニ
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
も
開
か
れ
ま

し
た
。

02
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を

途
上
国
へ

　

9
月
25
日
〜
10
月
3
日
に
東
京
・

有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
で
行
わ
れ
た「
東
レ

パ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
テ
ニ
ス
」で
、観

客
が
大
会
期
間
中
に
持
ち
寄
っ
た
ラ

ケ
ッ
ト
が
、J
I
C
A
の「
世
界
の
笑
顔

の
た
め
に
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
途

上
国
の
人
々
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。最
終
日
の
3
日
、J
I
C
A

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ク
ル
ム

伊
達
公
子
さ
ん
が
、J
I
C
A
を
代
表

し
寄
贈
ラ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
「
東
レ 

パ
ン・パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・テ
ニ
ス
」

と
J
I
C
A
が
協
力
し
、2
0
0
3
年

に
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
。今
年
は

過
去
最
多
の
4
4
5
本
が
集
ま
り
、世

界
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
J
I
C
A

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、各
国
の
学

校
や
青
少
年
団
体
な
ど
に
届
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。

03
西
ス
マ
ト
ラ
州
パ
ダ
ン
沖
地
震
に

国
際
緊
急
援
助
隊
を
派
遣

　

9
月
30
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ

ト
ラ
島
パ
ダ
ン
市
お
よ
び
周
辺
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
推
定
7
・
6
の
大
地
震
が

発
生
。10
月
1
日
、J
I
C
A
は
救
助

チ
ー
ム
・
医
療
チ
ー
ム
か
ら
な
る
国
際

緊
急
援
助
隊
を
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
派

遣
し
ま
し
た
。ま
た
、毛
布
や
テ
ン
ト
、

浄
水
器
な
ど
緊
急
物
資
も
供
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

パ
ダ
ン
市
内
で
約
3
日
間
の
捜
索

活
動
を
行
っ
た
救
助
チ
ー
ム
65
人
は
、

生
存
者
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、国
際
救
助
チ
ー
ム
と
し
て
最
も
早

く
捜
索
を
開
始
す
る
な
ど
、精
力
的

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、パ
ダ
ン
市
郊
外
を
拠
点
に
活

動
し
た
医
療
チ
ー
ム
23
人
は
、14
日
間

に
及
ぶ
活
動
の
中
で
、約
1
4
5
0

人
の
患
者
の
診
療
に
当
た
り
ま
し
た
。

パダン・パリアマン県土砂崩れ現場で
捜索活動を行う救助チーム

野地俊夫トーナメント・ディレクターから
クルム伊達さんにラケットが手渡された

パレスチナの現状について話したミニトーク
ライブ

多くの人々でにぎわうJICA広報テント



会期 ： 10月24日（土）～12月13日（日）（月曜日は休館）
会場 ： 東京都写真美術館2階展示室
料金 ： 一般800円、学生700円、中高生・65歳以上600円　
TEL ： 03-3280-0099　
http://www.syabi.com/details/sarugado

2009年／バングラデシュ／79分
監督 ： シュボシシュ・ロイ（エクマットラ代表）
製作 ： エクマットラ
公開 ： 11月7日（土）～20日（金）  シネマ・ジャック＆ベティ（横浜）で上映
URL ： http://www.arijigoku.net/

映画「アリ地獄のような街」より

セバスチャン・サルガド「アフリカ」展
生けとし生けるものの未来へ
フォト・ドキュメンタリーの先駆者であるセバスチャン・サル
ガドの写真展。最新作を含む約１００点の作品を通じて、
「見捨てられた大陸」と呼ばれるアフリカの現状に迫る。
また、11月7日（土）14時からは、JICA地球案内人の小
中隆文氏が「アフリカのお話」と題して講演。

『アリ地獄のような街』
農村から大都会ダッカへ足を踏み入れた少年が、ストリー
トチルドレンとなって生きる中でいや応なしに悪事に荷担
し、ダッカの闇の世界に落ちていってしまう。決して逃れる
ことのできない“アリ地獄”のようなダッカの現実を描いて
いる。制作は、バングラデシュでストリートチルドレンの保
護活動を行うNGOエクマットラ。子どもたちが置かれる厳
しい現実を伝えることで、社会全体がこの問題に目を向
けるきっかけをつくりたいと、４年前にこの映画を企画し
た。主人公を演じるのは、実際にストリートチルドレンだっ
た少年。収益はストリートチルドレンの自立支援センター
の建設費に充てられる。

B  OOKM  OVIE

E  VENT

新 着 情 報

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『日本人という生き方』
「野球は人を動かす魅力を持っている」。元中学教師の著者は、野
球を通じた国際貢献をしたいと、8回目の挑戦で青年海外協力隊
員に合格し、アフリカ大陸・ウガンダに赴任。文化も習慣も違う異
国の地で、“日本の”野球を教えながら子どもたちと向き合っていく。
そして、日本とウガンダの少年野球チームの親善試合を札幌ドーム
で実現させた。異文化の交流の
中で彼が感じたのは、日本という
国の素晴らしさと日本人であるこ
との誇り。本書は、「日本人とい
う生き方」を問い掛けてくる。

B  OOK

『キリマンジャロの雪が消えていく
－アフリカ環境報告』
アフリカというと、大草原を動物が走り回るスケールの大きな自然を
思い浮かべる人が多いだろう。しかし今、アフリカの自然環境は急
速に悪化している。その象徴が、頂上の氷雪が消えようとしている
キリマンジャロだ。本書は30年にわたって環境問題を研究し、現
在、環境ジャーナリストとして活躍する著者による最新レポート。増
え続ける人口の脅威、アフリカの天然資源に群がる世界中の
国々、多発する自然災害、野生動物が食料として食べられてしまう
現実など、衝撃的な事実が
次々と浮かび上がる。著者は
「アフリカは人類のふるさとであ
り、アフリカの破綻は世界の破
綻を意味する」と警告する。

小田島 裕一　著
エイチエス
1,500円（税込）

石 弘之 著
岩波書店
819円（税込）
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棚
田
に
生
き
る

China
［ 中国・雲南省 ］
文・写真＝大塚 雅貴（フォトグラファー）

田植えを終えた6月の棚田は
強い日差しを浴びてキラキラ
と輝いていた

地球ギャラリー vol.14

Yunnan Province
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A

E.農機を入れられない傾
斜地での稲作はすべて
が手作業。平野での何
倍もの労力を要する

A.元陽から車で40分、かやぶき屋根で作られたハニ族の村
B.李さんはおいしいご飯とおかずで夕食に招待してくれた
C.収穫の喜びはつらい農作業の日 を々忘れさせてくれる
D.「いつもこの格好よ」。自慢の衣装で田植えに励む李さん

F.早朝からの田植えがひと段落し、弁当を
広げ夢中で食べるハニ族の人々
G.生産量に応じてコメを国へ納める農民。
2600年間続いたこの法律（農業税）は
2006年に廃止されたが、都市との経済格
差は広がり続けている

  

「
こ
こ
が
私
た
ち
の
田
ん
ぼ
よ
」

　

村
で
出
会
っ
た
イ
族
の
李
さ
ん
が
山
の
斜
面
に
広

が
る
棚
田
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
初
夏
の
風
は
暖
か

く
て
心
地
よ
い
。
あ
ぜ
道
か
ら
緑
が
顔
を
出
し
、
家
の

脇
に
は
菜
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
カ
エ
ル
の
声
が
響
き
渡

る
。
途
中
、
見
晴
ら
し
の
よ
い
高
台
か
ら
は
、
山
に
刻

ま
れ
た
無
数
の
道
が
等
高
線
を
描
く
よ
う
に
続
く
。

こ
こ
は
、
中
国
雲
南
省
の
省
都
昆
明
か
ら
南
へ
約
３

０
０
キ
ロ
の
元
陽
県
。
数
百
段
、
い
や
千
段
を
超
え
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
棚
田
の
規
模
は
お
よ
そ
２
万
４
０
０

０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
東
京
ド
ー
ム
の
約
２
８
０
０
個
分
の

広
さ
が
あ
る
。

　

イ
族
独
特
の
美
し
い
刺
し
ゅ
う
が
施
さ
れ
た
衣
装

を
ま
と
っ
た
李
さ
ん
は
、
膝
ま
で
田
に
浸
か
り
な
が
ら

一
本
一
本
苗
を
植
え
始
め
た
。
腰
を
曲
げ
な
が
ら
額
の

汗
を
ぬ
ぐ
い
、
時
折
背
中
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
カ
メ
ラ

に
向
か
っ
て
笑
顔
を
見
せ
る
。
「
さ
あ
、
家
に
帰
っ
て

一
緒
に
晩
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」
。
揚
げ
豆
腐
、
高

菜
の
漬
物
、
そ
し
て
豚
肉
と
も
や
し
の
い
た
め
物
。
た

く
さ
ん
の
ご
ち
そ
う
が
食
卓
に
並
ん
だ
。
ご
飯
も
茶

わ
ん
い
っ
ぱ
い
に
盛
ら
れ
、
今
日
も
家
族
そ
ろ
っ
て
の

夕
食
の
時
間
が
始
ま
る
。

　

李
さ
ん
の
家
に
は
テ
レ
ビ
も
な
け
れ
ば
ラ
ジ
オ
も

な
い
。
水
は
雨
水
や
井
戸
か
ら
く
ん
で
タ
ン
ク
に
た
め

て
お
く
。
火
は
薪
を
使
い
、
野
菜
や
肉
は
コ
メ
を
売
っ

て
購
入
す
る
。
家
族
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
こ
こ
で

１
０
０
０
年
も
の
長
い
間
、
変
わ
る
こ
と
な
く
稲
作
を

続
け
て
き
た
。



H.カメラを向けられ照れるヤオ族の女性

地球ギャラリー vol.14

　

山
の
斜
面
を
埋
め
尽
く
す
棚
田
を
見
て
い
る
と
、

美
し
い
風
景
と
い
う
よ
り
〝
稲
作
へ
の
執
念
〞
さ
え
感

じ
ら
れ
る
。
10
月
に
な
る
と
、
か
ま
で
刈
り
取
っ
た
稲

を
大
き
な
箱
に
た
た
き
つ
け
て
脱
穀
す
る
風
景
は
今

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
。

　

雲
南
に
は
多
く
の
少
数
民
族
が
暮
ら
す
。
黄
金
色

に
輝
く
稲
穂
の
先
で
は
ハ
ニ
族
が
稲
を
刈
り
、
そ
の
隣

で
ヤ
オ
族
が
脱
穀
を
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
言

葉
を
持
ち
、
独
特
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
異
な
る
民
族

だ
が
、
争
う
こ
と
な
く
同
じ
地
域
で
稲
を
育
て
て
い

る
―
。
彼
ら
の
コ
メ
に
対
す
る
思
い
、
そ
し
て
民
族
の

枠
を
超
え
て
棚
田
か
ら
の
恵
み
を
分
け
合
う
伝
統

が
、
こ
の
地
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

初
め
て
こ
こ
を
訪
れ
た
の
は
15
年
ほ
ど
前
。
当
時

は
観
光
客
も
少
な
く
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
私
の

元
へ
駆
け
寄
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
元
陽
の
棚

田
が
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
、
町
の
様
子
は
一
変
。
ホ
テ
ル
が
建

ち
、
店
が
増
え
、
物
価
が
上
が
っ
た
。
暮
ら
し
が
厳
し

く
な
っ
た
農
民
が
い
る
一
方
で
、
一
部
の
村
人
は
観
光

地
化
さ
れ
た
村
の
恩
恵
を
受
け
、
金
銭
的
に
恵
ま
れ

た
生
活
を
求
め
始
め
た
。
５
年
ぶ
り
に
現
地
を
訪
れ

る
と
、
「
民
族
衣
装
は
面
倒
だ
か
ら
着
な
い
わ
」
「
写

真
を
撮
る
な
ら
お
金
を
ち
ょ
う
だ
い
」
…
。
経
済
改
革

の
波
が
地
方
に
も
押
し
寄
せ
、
彼
ら
の
文
化
が
消
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

今
年
も
元
陽
の
棚
田
に
は
黄
金
色
の
穂
が
実
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

「
わ
ず
か
な
収
入
で
も

い
い
、
こ
こ
で
コ
メ
を

育
て
、
食
べ
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
に
は
こ
の

上
な
い
幸
せ
な
の
だ
か

ら
」

　

汗
を
流
し
て
作
業
に

励
む
彼
ら
の
言
葉
が
、

今
も
心
に
残
る
。

N.朝の霧に包まれる元陽。ホテルが次 と々建てられ、多くの観光客が訪れるようになった

I J

K

I.ハニ族は糸を紡ぎ衣装を作って、自ら藍
色に染め上げる
J.80歳、ハニ族の女性は元気だ。田に
浸かり黙 と々作業を続けた
K.農閑期、少数民族の女性の多くは家
で刺しゅうや衣装作りに励む

L
M

L.金平地区に住むヤオ族は、結婚すると
赤い帽子をかぶる習慣がある
M.道路が広くなり、最近ではトラックやバ
スの往来も増えたという



首都 ： 北京
面積 ： 約960万ｋ㎡（日本の約25倍）
　　　  雲南省は約39.5万ｋ㎡（日本の約1.04倍）

人口 ： 約13億人（2008年）
　　　  雲南省は約4,480万人

公用語 ： 漢語（中国語）
宗教 ： 仏教、イスラム教、キリスト教ほか
1人当たり国民総所得（GNI）： 2,770ドル（08年）
経路 ： 北京、上海、広州など、各地の大都市へ日本からの直行便がある
通貨 ： 元　1元＝約13円（09年10月現在）
気候 ： 広大な国土と多様な地形のため、気候は各地で異なる。降水量の比較的
多い南東部沿岸地域に対し、北西部では年間200ミリ以下となり、秋から冬にか
けては南北の温度差が非常に大きい。

China
中国・雲南省

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

環境問題の克服と
経済発展を目指して
近年の目覚ましい発展に伴い、環境問題や地域
間格差の拡大など、中国ではさまざまな問題が顕
在化している。JICAは、生活環境の整備や地域
開発に遅れが見られる内陸部の雲南省で、水質
汚染対策や地域の成長を担う人材の育成に協力
している。

　国際社会において大国としての存
在感が一層高まる中国。その発展に
は、30年に及ぶ日本の援助も大きく
貢献してきた。しかし、急速な開発に
伴う環境汚染や貧富の差の拡大、内
陸部の開発の遅れなど、克服すべき
課題も多い。
　中国西南部、メコン地域の国々と
国境を接する雲南省は、豊かな観光
資源に恵まれ、国境貿易の活性化が
期待されるなど、将来的な発展への
可能性を秘める。だが一方で、環境
汚染や地域の発展を担う人材の不
足、社会開発の停滞が顕著になって
おり、JICAは同省の生活環境の改
善や人材育成、保健・医療分野など
への支援に取り組んでいる。

　省都・昆明の南に位置する滇池
は、かつては飲料水の取水源でもあ
る美しい湖だったが、1980年代から
の都市化・工業化によって水質汚染
が深刻化し、今では中国の環境汚染
の代名詞となっている。JICAは、滇池
への環境負荷の低減と周辺地域の
生活環境改善を目指し、2006年より
円借款による水環境整備事業を開
始。市内の下水処理場の新設・改修
と下水管網の整備を進めている。ま
た、新設される下水処理場には市民
の環境意識の向上に役立つ環境博
物館（仮称）が併設予定であることに
加え、公害や環境汚染を克服した日
本の事例を学んでもらおうと、北九州
市や滋賀県・琵琶湖で、草の根技術

協力などを通じた関係者向けの研修
も行っている。
　02年からは、雲南省の市場経済
化の推進や成長を担う人材の育成を
支援。円借款により、省内の主要11
大学で校舎や図書館などの施設を整
備、日本の大学や研究機関では教職
員向けの研修を行い、高等教育の充
実化と質の改善を図っている。

汚染で発生した
アオコに覆われ
た滇池。かつて
の美しさを取り戻
すための取り組
みが続く

北九州市にある浄化
センターでの研修で、
汚水処理について学
ぶ雲南省関係者

円借款人材育成事業への感謝の印
として、雲南省が記念切手を発行。整
備された大学の施設が描かれている

具だくさんの鶏スープめん

過橋米線

中国・雲南料理

地球ギャラリー
Vol.14

　

雲
南
省
は「
動
植
物
の
王
国
」と
称
さ
れ

る
ほ
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
。日

本
文
化
の
源
流
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
、米
、ソ

バ
、イ
モ
、キ
ノ
コ
を
豊
富
に
使
っ
た
食
文
化
も

日
本
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

御
膳
房
は
日
本
で
は
珍
し
い
雲
南
料
理
の

専
門
店
。店
主
の
徐
耀
華
さ
ん
は
湖
北
省
の

出
身
だ
が
学
生
の
こ
ろ
か
ら
雲
南
に
あ
こ
が

れ
、中
国
外
務
省
を
辞
め
て
こ
の
お
店
を
開

い
た
。本
場
の
素
材
が
し
っ
か
り
と
生
か
さ
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い

る
。

　

過
橋
米
線
は
雲
南
の
代
表
的
な
料
理
の
一

つ
。熱
々
の
鶏
ス
ー
プ
が
入
っ
た
器
に
、生
の
魚

介
類
、豚
肉
、野
菜
を
入
れ
、最
後
に
米
め
ん

を
入
れ
て
食
べ
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、米
粉
で
作
ら
れ
た
真
っ
白

な
め
ん
。そ
ば
や
パ
ス
タ
と
は
ま
っ
た
く
違
う

つ
る
つ
る
っ
と
し
た
食
感
が
楽
し
め
る
。国
産

米
粉
１
０
０
％
の
自
家
製
め
ん
を
使
っ
た
自

慢
の
一
品
だ
。

〈
過
橋
米
線
〉

【
材
料（
1
人
前
）】

エ
ビ
50
ｇ
／
豚
バ
ラ
・
イ
カ・ホ
タ
テ
各
20
ｇ
／

キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
５
ｇ
／
ニ
ラ・モ
ヤ
シ・ザ
ー
サ
イ

各
６
ｇ
／
ネ
ギ
15
ｇ
／
香
菜
適
量
／
う
ず
ら

の
卵
1
個
／
米
め
ん
３
０
０
ｇ
／
高
湯（
鶏
な

ど
を
煮
出
し
た
だ
し
汁
）６
０
０
ｇ
／
鶏
油
10

ｇ
／
料
理
酒
適
量
／
塩
15
ｇ

【
作
り
方
】

１
．エ
ビ
は
殻
を
取
っ
て
開
き
、ホ
タ
テ
、イ
カ
、

豚
バ
ラ
は
薄
切
り
に
す
る
。

２
．キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
、ニ
ラ
、ネ
ギ
は
３
セ
ン
チ
の

長
さ
に
切
り
、ザ
ー
サ
イ
は
細
切
り
に
す

る
。

３
．水
で
戻
し
た
米
め
ん
を
ゆ
で
て
、湯
を
切

る
。

４
．熱
し
た
土
鍋
に
高
湯
を
入
れ
、料
理
酒
と

塩
を
加
え
て
沸
騰
さ
せ
た
後
、鶏
油
を
加

え
る
。

5
．魚
介
類
、肉
、野
菜
、米
め
ん
の
順
番
で
、ス

ー
プ
に
具
を
入
れ
る
。

☆
米
め
ん
が
な
い
場
合
に
は
、き
し
め
ん
や
そ

う
め
ん
で
代
用
し
て
も
Ｏ
Ｋ
。

in 中国・雲南省

御膳房
〒106-0032
東京都港区六本木6-8-15　第二五月ビル１F
TEL：03-3470-2218　
URL：http://www.gozenbo.com/
平日：11時半～14時／18時～23時
営業時間：11時30分～15時／17時～23時
定休日：なし

大理

中国

中国

ラオス
ミャンマー

麗江

シャングリラ県

雲南省

■JICAの協力実績（人数ベース）
2009年3月31日現在（中国全体）

研修員受入

専門家派遣

青年海外協力隊

シニア海外ボランティア

2008年

1,464人

417人

85人

3人

累計

22,984人

6,852人

704人

18人

昆明

元陽

でん  ち

事務所開設　1982年

クオチアオミーシエン

ご  

ぜ
ん 

ぼ
う

北京

Yunnan Province
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「
目
に
見
え
る
成
果
を
可
及
的
速
や
か
に
出
す
」

　

時
間
と
の
勝
負
に
心
を
奪
わ
れ
が
ち
な
日
々
、
私
た
ち
は
組
織

の
一
員
と
し
て
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、
４
つ

の
使
命
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
使
命
」
は
、
経
営
側
か
ら
示
さ
れ
た
「
お
仕
着
せ

の
組
織
目
標
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
実
は
、
私

た
ち
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
役
職
員
を
含
め
、
国
際
協
力
に
関
心
を
持
つ
人
々

が
抱
く
「
さ
ま
ざ
ま
な
夢
」
を
結
集
・
結
実
さ
せ
て
い
っ
た
場
合

の
「
到
達
点
」
と
、
ほ
ぼ
同
義
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
見
、
実
現
が
困
難
に
見
え
る
「
夢
」。
そ
れ
は
、
期
限
内
に

確
実
な
履
行
が
求
め
ら
れ
る
日
常
業
務
と
は
異
質
な
も
の
で
す
。

国
際
協
力
に
お
け
る
「
自
分
の
夢
」
を
改
め
て
打
ち
出
し
、
そ
れ

を
周
囲
に
語
り
、
理
解
者
・
賛
同
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
「
業
務

を
飛
び
越
え
た
、
夢
」
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
を
「
長
期
的
に
」

試
み
る
。
こ
れ
は
、「
一
緒
に
新
し
い
世
界
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
人
々
に
呼
び
か
け
る
〝P

ublic R
elation

〞
の
カ
タ
チ
で
す
。

　

自
分
の
職
位
、
勤
務
地
、
人
事
異
動
、
健
康
、
寿
命
。
私
た
ち
は
、

夢
の
実
現
を
困
難
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
中
で
生
き
て
い
ま

す
。
努
力
し
て
も
、
夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
絶
望
的
に
思
え
、
無

力
感
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
き
ら

め
ず
に
自
分
の
夢
を
「
発
信
」
し
続
け
る
こ
と
が
、
や
が
て
そ
の

夢
に
共
感
し
、
支
持
し
て
く
れ
る
人
た
ち
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
「
夢
の
実
現
」
に
向
か
う
歩
み
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
「
自
分
の
夢
を
あ
き
ら
め
た
者
が
、
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た

ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
」

　

信
念
を
貫
き
、
夢
を
追
い
続
け
る
現
場
の
人
間
の
言
葉
が
、
静

か
に
、
重
く
響
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
室
参
事
役　

洲
崎
毅
浩

夢
を
持
ち
、
人
と
語
ら
い
、
共
に
追
う
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本誌をご希望の場合は
送料ご負担（200円）にて
お送りいたします。

日本の省エネ技術を活用したJICAの取り組みを紹介します。

世界に貢献 ！
日本の省エネ技術

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル1～6階　
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

氏名・住所・電話番号・ご希望の号
数もしくは送付期間を明記の
上、下記にお申し込みください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l
支払方法

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp
「ゆうメール」の着払いとなりますので、
本誌と引き替えに200円をお支払いください。　

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① ナイロビバッグ（バックの色は選べませんのでご了承ください）
② 書籍『キリマンジャロの雪が消えていく』（p30参照）
③ 書籍『日本人という生き方』（p30参照）

◎応募締切：2009年12月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
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　赤、青、緑、黄、オレンジ…。目の覚め
るような鮮やかな色使いが特徴的なア
フリカの布製品。日本人が身に付ける
にはちょっと勇気のいるこのファッショ
ン。まずは手軽に始められるところから
と、ケニア産の「ナイロビバッグ」がちょ
っとした人気だ。
　製造を手掛けるのは、首都ナイロビ
のキベラスラムにある「マゴソスクー
ル」。この学校を支援する現地在住の
フリーライター早川千晶さんと、アーテ
ィストのMISIAさんがアフリカの子ども
の教育支援のために設立したNGO
「Child AFRICA」のタイアップ商品だ。
　MISIAさんは2007年と08年にキベ
ラスラムを訪問。「子どもたちの教育の
ために何ができるだろうと、現地の方と

話をしたんです」。そこで、マゴソスク
ールに併設されている職業訓練所で
布製バッグを作ることに。MISIAさん
が現地で自ら選別した約15種類の生
地を、生徒の母親たちが足踏みミシン
で一針一針愛情を込めて縫っている。
　ベルトを結んで長さも調整でき、お
出掛け用にちょうどいいサイズ。小物を
入れるのに便利なポケット付きだ。
Child AFRICA代表の長島美紀さん
は、「モノを通じて、アフリカの人たちと
つながりを感じることができる。シックな
服にも合う、便利なファッションアイテム
です」と話す。
　世界に一つしかないナイロビバッ
グ。アフリカが気になるあなた、ぜひ一
つ持ってみては。

心と心をつなぐナイロビバッグ

M
O

N
O
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問：Child AFRICA
ナイロビバッグ3,800円（税込）はHPで購入可
（個数限定生産のため、なくなり次第販売終了）
URL：http://child-africa.org/
TEL：03-5414-7778　　

マゴソスクールの子どもたちと交流するMISIAさん
©Child AFRICA

★ナイロビバッグを3人の方にプレゼント！
詳細は38ページへ→

ケニア

ナイロビ
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環境に配慮した植物性大豆
油インキを使用しています。

本誌は再生紙を使用しています。

スイミングアドバイザー  岩崎 恭子
IWASAK I  KYOKO
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PROFILE
1978年静岡県出身。日本大学文理学部心理学科
卒業。1992年バルセロナ五輪競泳女子200m平
泳ぎ金メダリスト。現在は、水泳の楽しさを伝えるため
のイベント出演を中心に活躍。2007年より日本オリ
ンピック委員会環境アンバサダー。

　5歳からスイミングスクールに通い
始めて、プールがあることが当然の
ように育ってきました。でも、初めて
出場したオリンピックで開発途上国
の選手たちと出会い、自分がどれだ
け恵まれた練習環境にあるかを知っ
たんです。
　泳ぐための水どころか、飲む水も
十分にない―。プールで練習するこ
ともままならない彼らにとって、オリ
ンピックは「泳ぎ切る」のが目標。そ
の懸命に泳ぐ姿は、中学生の私にと
って衝撃的でした。当たり前のこと
ですが、水泳は“水”がないとでき
ないスポーツなんだと…。小さいこ
ろから母親に「水を出しっぱなしに
しない」「電気はこまめに消す」など
と厳しく教えられてきましたが、水の
ありがたみを再認識するきっかけに
もなりました。
　このまま地球環境の悪化が進ん

でいけば、スポーツができる環境も
奪われていきます。実際に地球温暖
化の影響で、スキーやスケートなど
の大会は、雪が積もらなくなったり、
氷が張れなくなったりして開催でき
なくなっている場所もあるそうです。
日本オリンピック委員会でも、環境
とスポーツは切り離せないという考
えのもとに、環境に配慮した取り組
みを進めてきました。2007年には、
私を含め11人の環境アンバサダーが
任命され、競技を通じて接する選手
や一般の方々への啓発活動、3R
（リデュース、リユース、リサイクル）の
推進などを行っています。
　また個人的には、何か少しでも地
球のためにできることがあればと考
え、その一環として選手時代の仲間
と一緒に「ワールド・スイム・アゲンス
ト・マラリア※」の活動にも参加して
います。それまでマラリアに関する知

識はほとんどなかったのですが、ア
フリカで働いていた友人から途上国
で感染症に苦しむ人々の話を聞き、
身近に感じることができたんです。
水泳を通して、一人でも多くの命が救
えるのならと思い続けています。
　蛇口をひねれば水が出る、スイッ
チを押せば電気がつくという生活の
中で、地球で起こっている問題を実
感するのは難しいかもしれません。
でも、見たことがないから、知らない
からでは済まされない状況にきてい
ます。私はスポーツを通して、未来を
担う子どもたちにも、そのことを伝え
ていきたいと思っています。
　私たちができるのは、まず一人一
人が意識することだと思います。身
近で無理なくできることを、一緒に
やっていきましょう。

※マラリア予防の蚊帳を購入するため、世界規
模で開催されているチャリティ水泳イベント。


